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二
〇
一
三
年
度
を
振
り
返
っ
て

　

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
赴
任
し
た
の
が
、
ち
ょ
う
ど

三
〇
年
前
の
一
九
八
四
年
五
月
で
し
た
。
そ
の

後
、
ハ
ン
セ
ン
病
診
療
か
ら
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
診

療
、
ア
フ
ガ
ン
東
部
無
医
地
区
の
診
療
所
建
設
、

大
旱
魃
を
機
に
水
利
事
業
が
中
心
と
な
り
、
現
在

に
至
り
ま
し
た
。

　

ま
さ
か
こ
こ
ま
で
来
る
と
は
、
初
め
思
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
都
度
、
逃
げ
る
に
逃
げ
ら

れ
ず
、
力
を
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。
戦
争
、
難
民
、

飢き

餓が

、
旱か

ん

魃ば
つ

、
そ
し
て
そ
の
渦
中
で
生
き
る
人
々

の
生
死
…
…
い
ろ
ん
な
こ
と
が
鮮
や
か
に
思
い
出

さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
言
葉
で
描
け
ぬ
こ
と

も
沢
山
あ
り
ま
す
。

　

分
か
り
に
く
い
の
は
、
私
た
ち
を
と
り
ま
く
情

報
空
間
そ
の
も
の
が
人
工
的
だ
か
ら
で
す
。
こ
の

壁
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
く
に
戦
争
や
政

治
な
ど
の
事
象
が
、
い
か
よ
う
に
も
情
報
を
加
工

し
て
虚
像
を
生
む
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
敢
え
て
声
を
大
に
し
て
伝
え
た
い

の
は
、
今
も
現
地
で
進
行
す
る
気
候
変
化
＝
大
旱

魃
で
す
。
私
た
ち
を
包
む
自
然
に
つ
い
て
目
を
そ

ら
す
こ
と
は
、
も
は
や
限
界
に
近
づ
い
て
い
る
と

考
え
ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
戦
争
で
滅
び
ま

せ
ん
。
旱
魃
で
滅
び
ま
す
。
も
っ
と
正
確
に
言
え

ば
、
自
然
を
無
視
す
る
「
文
明
の
無
知
と
貪
欲
と

傲
慢
」
に
よ
っ
て
滅
び
ま
す
。

　

こ
の
三
〇
年
で
、
日
本
と
世
界
も
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。
ア
フ
ガ
ン
で
起
き
た
こ
と
は
決
し
て

他
人
事
で
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
間
の
象
徴
的
事
件

で
は
、
ソ
連
の
崩
壊
（
一
九
九
一
）、
同
時
多
発

テ
ロ
と
ア
フ
ガ
ン
侵
攻
（
二
〇
〇
一
）
を
間
近
に

経
験
し
、
日
本
で
は
東
日
本
大
震
災
（
二
〇
一
一
）

が
あ
り
ま
し
た
。
経
済
的
に
は
米
国
で
金
融
破

綻
、
Ｅ
Ｕ
圏
の
東
方
拡
大
と
周
辺
国
の
凋
落
、
中

東
の
混
乱
、
ア
ジ
ア
世
界
の
急
速
な
工
業
化
、
ア

フ
リ
カ
の
大
規
模
開
発
が
同
時
期
に
起
き
て
い
ま

す
。
今
思
う
と
、
ア
フ
ガ
ン
の
悲
劇
が
世
界
的
な

激
変
の
余
波
で
あ
っ
た
こ
と
に
思
い
当
た
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
自
然
さ
え
科
学
技
術
で
制
御
で
き
、

不
老
不
死
が
夢
で
な
く
、
カ
ネ
さ
え
あ
れ
ば
豊
か

に
な
れ
、
武
力
を
持
て
ば
安
全
と
す
る
錯
覚
の
中

で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
世
の
中
は
、
自
然

か
ら
無
限
大
に
搾
取
で
き
る
と
い
う
前
提
で
動
い

て
い
ま
す
。
疑
い
な
く
、
ひ
と
つ
の
時
代
が
終
わ

り
ま
し
た
。
カ
ネ
と
暴
力
が
支
配
す
る
世
界
は
、

自
滅
へ
の
道
を
歩
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

こ
の
中
に
あ
っ
て
、「
文
明
の
辺
境
」
で
見
え

る
悠
然
た
る
ヒ
ン
ズ
ー
ク
ッ
シ
ュ
の
純
白
の
山
並

み
は
、
私
た
ち
に
別
の
道
を
告
げ
る
よ
う
で
す
。

バ
ス
に
乗
り
遅
れ
ま
い
と
急
ぐ
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
か
だ
か
数
万
年
、
僅
か
な
時
間
、
地
上
に

生
を
許
さ
れ
た
人
間
で
す
。
動
か
ぬ
現
実
は
、
逆

ら
え
な
い
摂
理
と
自
然
の
中
で
、
身
を
寄
せ
合
っ

て
生
き
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

変
転
す
る
世
情
か
ら
距
離
を
置
き
、
動
か
ぬ
も

の
を
求
め
、
三
〇
年
を
現
地
で
過
ご
せ
た
こ
と
を

ＰＭＳ総院長／ペシャワール会現地代表　中村 哲

私たちは自然さえ科学技術で制御でき、不老不死が夢でなく、カネさえあれば豊かになれ、
武力を持てば安全とする錯覚の中で暮らしています。そして世の中は、自然から無限大に搾
取できるという前提で動いています。疑いなく、ひとつの時代が終わりました。カネと暴力
が支配する世界は、自滅への道を歩んでいるように思えます。

滅びは「文明の無知と貪欲と傲慢」による
30年で世界は激変

2013年度現地事業報告
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天
に
感
謝
し
ま
す
。
こ
の
事
業
に
賛
同
し
、
様
々

な
立
場
か
ら
支
え
続
け
て
き
た
日
本
と
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
良
心
と
真
心
に
感
謝
し
ま
す
。

　

そ
し
て
戦
争
と
飢
餓
で
逝
っ
た
無
数
の
犠
牲
者

の
冥
福
を
祈
り
ま
す
。
こ
れ
を
節
目
に
、
改
め
て

「
緑
の
大
地
計
画
」
の
完
遂
と
意
義
を
訴
え
、
人

と
し
て
の
節
を
全
う
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
〇
一
三
年
度
の
概
況

　
気
候
変
動
と
自
然
災
害

　

イ
ン
ダ
ス
河
流
域
で
二
〇
一
三
年
に
発
生
し
た

大
洪
水
は
、
二
〇
一
〇
年
を
上
回
る
規
模
の
も
の

で
あ
っ
た
。
ヒ
ン
ズ
ー
ク
ッ
シ
ュ
山
脈
南
麓
で

は
、
五
月
下
旬
か
ら
断
続
的
、
か
つ
長
期
に
降
雨

が
あ
り
、
カ
ブ
ー
ル
河
本
川
、
ク
ナ
ー
ル
河
流
域

の
各
地
で
溢
水
し
て
決
壊
、
数
百
名
が
犠
牲
と
な

っ
た
。

　

六
月
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
市
内
が
浸
水
、
ク
ナ

ー
ル
河
流
域
の
作
業
地
で
も
、
大
規
模
な
砂
州
移

動
と
河
道
変
化
が
発
生
し
た
。
こ
れ
ま
で
築
い
て

き
た
各
取
水
堰
・
堤
防
の
う
ち
、
カ
マ
堰
と
対
岸

付
近
に
被
害
が
集
中
し
た
。
洪
水
は
八
月
ま
で
断

続
的
に
起
き
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
は
全
取
水
堰
と
護
岸
の

改
修
を
迫
ら
れ
た
。

　

ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
南
部
穀
倉
地
帯
（
ス
ピ
ン
ガ

ル
山
脈
北
麓
）
は
早
く
か
ら
渇
水
に
悩
ん
で
い
た

が
、
二
〇
一
四
年
一
月
、
ソ
ル
フ
ロ
ッ
ド
郡
の
農

業
生
産
壊
滅
が
伝
え
ら
れ
、
人
々
の
間
で
危
機
感

が
高
ま
っ
た
。
前
後
し
て
ア
フ
ガ
ン
北
部
の
バ
ダ

ク
シ
ャ
ン
で
大
き
な
地
滑
り
が
起
き
、
数
百
名
が

犠
牲
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
荒
廃
し
て
ゆ
く
農
村
か
ら
大
都
市
に

逃
れ
る
者
が
後
を
絶
た
ず
、
失
業
者
が
あ
ふ
れ
、

社
会
不
安
の
一
大
要
因
を
成
し
て
い
る
。

　
外
国
軍
撤
退
と
無
政
府
状
態

　

大
統
領
選
挙
を
め
ぐ
っ
て
混
乱
が
続
い
た
。
治

安
が
過
去
最
悪
と
な
る
中
、
欧
米
軍
の
撤
退
が
進

め
ら
れ
た
。
一
四
年
六
月
現
在
、
五
万
数
千
名
の

Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
（
国
際
治
安
支
援
部
隊
）
が
残
っ
て
お

り
年
内
完
全
撤
退
を
め
ざ
し
、
続
々
と
引
き
上
げ

て
い
る
。
外
国
兵
の
戦
死
者
は
三
千
数
百
名
と
さ

れ
て
い
る
が
、
ア
フ
ガ
ン
国
軍
・
警
察
や
民
間
人

の
死
者
は
こ
れ
を
は
る
か
に
上
回
る
と
見
ら
れ
て
い

る
。

　

一
三
年
の
外
国
兵
の
戦
死
者
は
減
少
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
犠
牲
者
が
減
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。
外
国
兵
の
数
が
往
時
の
三
分
の
一
に
減

り
、
基
地
外
に
出
る
機
会
を
少
な
く
し
た
か
ら

で
、
無
人
機
攻
撃
は
収
ま
る
気
配
が
な
く
、
誤

爆
、
内
紛
工
作
ら
に
よ
る
ア
フ
ガ
ン
人
の
死
傷
者

は
む
し
ろ
増
加
し
て
い
る
。

　

一
四
年
四
月
に
行
わ
れ
た
大
統
領
選
挙
に
は
、

混
乱
に
も
拘
わ
ら
ず
多
く
の
住
民
が
投
票
に
参
加

し
た
。
最
終
結
果
が
六
月
中
に
明
ら
か
と
な
る
。

長
い
戦
乱
に
疲
れ
た
人
々
は
、
決
し
て
多
く
を
期

待
し
て
い
な
い
。
最
低
限
「
治
安
回
復
と
身
の
安

全
」
が
願
い
で
あ
る
。

　

国
境
付
近
で
は
、
米
軍
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
攻
撃

が
パ
キ
ス
タ
ン
領
内
か
ら
行
わ
れ
、
パ
キ
ス
タ
ン

政
府
、
米
国
、
ア
フ
ガ
ン
政
府
と
の
間
で
緊
張
が

高
ま
っ
て
い
る
。
和
平
交
渉
で
は
、
一
一
年
以

後
、
米
軍
が
タ
リ
バ
ン
代
表
と
直
接
交
渉
し
て
き

て
い
る
。
捕
虜
交
換
も
ア
フ
ガ
ン
政
府
抜
き
に
行

わ
れ
て
い
る
。
米
軍
駐
留
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
あ

り
、
政
情
は
先
行
き
が
見
え
な
い
。

　
危
惧
さ
れ
る
撤
退
後
の
欠
乏

　

我
々
が
危
惧
す
る
の
は
、
撤
退
後
の
欠
乏
で
あ低空飛行する軍機。PMSの水路工事現場上空は軍機の飛行路線

である
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る
。
食
糧
自
給
率
は
既
に
半
分
以
下
に
落
ち
て
お

り
、
農
業
生
産
は
低
下
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

る
。
元
来
ア
フ
ガ
ン
国
民
の
ほ
と
ん
ど
が
農
民
で

あ
る
。
旱
魃
は
収
束
し
て
い
な
い
。
何
と
か
凌
げ

た
の
は
、
軍
事
活
動
と
海
外
援
助
に
よ
る
莫
大
な

外
貨
流
入
で
、
国
外
か
ら
食
糧
を
買
え
た
か
ら

だ
。
そ
れ
が
な
く
な
れ
ば
、
国
民
の
半
分
が
飢
え

る
こ
と
に
な
る
。

　

戦
争
の
罪
は
殺
戮
だ
け
で
は
な
い
。
実
質
的
な

生
産
よ
り
も
現
金
収
入
が
重
視
さ
れ
、
消
費
が
徒

に
煽
ら
れ
た
か
ら
で
、
こ
の
十
年
で
貧
富
の
差
が

著
し
く
拡
大
し
た
。
あ
る
意
味
で
は
、
戦
争
以
上

に
危
機
的
状
況
を
覚
悟
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
外
国

軍
が
去
っ
て
も
、
ア
フ
ガ
ン
政
府
は
経
済
支
援
に

頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、
諸
外
国
か
ら
容
易
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
る
危
険
性
を
抱
え
て
い
る
。

Ｐ
Ｍ
Ｓ
事
業
の
概
況

　

大
洪
水
の
後
始
末
で
、
主
要
な
各
取
水
堰
の
抜

本
的
な
改
修
と
護
岸
の
強
化
が
行
わ
れ
、「
緑
の

大
地
計
画
」
の
頂
点
と
見
た
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
＝
カ

シ
コ
ー
ト
連
続
堰
が
完
工
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
一
つ
の
「
取
水
技
術
体
系
」
を
完

成
し
た
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
作
業
地
域
の
完
全

な
安
定
灌
漑
が
実
現
す
れ
ば
、
復
興
と
い
う
よ
り

は
「
生
存
す
る
方
法
」
が
実
証
で
き
る
。
計
画
は

総
仕
上
げ
の
段
階
に
入
っ
た
。

　

こ
の
気
候
変
動
は
並
み
の
も
の
で
は
な
い
。
農

地
の
沙
漠
化
は
止
ま

る
と
こ
ろ
を
知
ら
な

い
。
我
々
は
取
水
技

術
（
Ｐ
Ｍ
Ｓ
方
式
）

の
拡
大
を
提
唱
す

る
。
少
な
く
と
も
東

部
ア
フ
ガ
ン
の
大
河

川
沿
い
（
カ
ブ
ー
ル

河
本
川
、
ク
ナ
ー
ル

河
）
で
相
当
な
成
果

を
上
げ
得
る
と
信
ず

る
。（
詳
細
を
次
号

で
紹
介
予
定
）

　

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用

水
路
は
本
格
的
な
維
持
保
全
態
勢
の
確
立
に
力
が

注
が
れ
た
。
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
は
四
年
を
経
た
防
砂

林
が
効
果
を
表
し
、
よ
う
や
く
農
業
生
産
に
力
を

入
れ
、
開
拓
事
業
が
軌
道
に
乗
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
は
従
来
通
り
運
営
さ

れ
、
地
域
で
重
き
を
な
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
全

体
的
に
、
勤
倹
節
約
を
徹
底
、
将
来
へ
の
自
立
を

目
指
し
つ
つ
あ
る
。

１
．
医
療
事
業

　

一
三
年
度
の
診
療
内
容
は
別
表
の
通
り
（
別
表

１
）。

　

一
三
年
四
月
、
職
員
宿
泊
所
を
診
療
所
敷
地
内

に
建
設
し
た
。
感
染
症
と
小
外
科
が
多
い
が
、
菌

検
査
や
消
毒
措
置
な
ど
、
基
本
的
な
技
術
は
良
く

受
け
継
が
れ
て
い
る
。
猖

し
ょ
う

獗け
つ

を
極
め
た
マ
ラ
リ
ア

は
患
者
数
が
激
減
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
栄
養

状
態
の
改
善
と
共
に
、
流
行
が
慢
性
安
定
期
に
入

っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

２
．
灌
漑
事
業

　

主
な
工
事
は
別
表
２
の
通
り
。
一
三
年
度
は
、

大
洪
水
の
影
響
で
過
去
最
大
規
模
の
河
川
工
事
が

行
わ
れ
た
。

◎
カ
マ
取
水
堰
と
対
岸
の
護
岸

「
緑
の
大
地
計
画
」
の
中
で
最
大
の
人
口
を
擁
す

る
カ
マ
郡
（
約
三
〇
万
人
・
七
千
㌶
）
を
潤
す
二

つ
の
取
水
堰
を
改
修
・
強
化
す
る
と
共
に
、
対
岸

ベ
ス
ー
ド
郡
の
護
岸
工
事
と
タ
プ
ー
堰
の
改
修
が

行
わ
れ
た
。

別表１　2013 年度 診療数及び検査件数 

国名 アフガニスタン
地域名 ナンガラハル州
施設名 ダラエヌール診療所

外来患者総数 52,219 
【内訳】　　　　　　 一般 42,541 

ハンセン病 24 

てんかん 486 

結核 193 

マラリア 4,249 

外傷治療総数 4,726 

入院患者総数 ―
検査総数 12,401 

【内訳】　　　　 血液一般 725 

尿 2,842 

便 3,662 

らい病塗沫検査 1 

抗酸性桿菌 205 

マラリア 4,216 

リーシュマニア 322 

その他 428 
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ク
ナ
ー
ル
河
は
相
当
な
暴
れ
川
で
、
予
期
せ
ぬ

事
態
が
頻
発
す
る
。
大
洪
水
に
伴
う
砂
州
と
河
道

の
変
化
は
想
像
を
超
え
る
も
の
が
あ
っ
た
。
分
割

し
た
河
道
の
一
部
に
土
砂
が
堆
積
し
て
閉へ

い

塞そ
く

さ

れ
、
逃
げ
場
を
失
っ
た
大
量
の
流
れ
が
、
堰
を
部

分
崩
壊
さ
せ
て
い
た
。
結
局
、
カ
マ
第
二
取
水
堰

を
新
設
に
近
い
形
で
強
化
し
、
河
道
を
再
分
割
し

て
中
心
へ
主
流
を
集
め
、
土
砂
堆
積
で
堰
付
近
の

河
道
が
閉
塞
さ
れ
ぬ
よ
う
、
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た

（
会
報
二
〇
一
三
年
、
一
一
八
号
参
照
）。

◎
カ
シ
コ
ー
ト
＝
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
連
続
堰

　

既
に
前
年
度
、
大
方
の
工
事
を
終
了
し
て
い
た

が
、
カ
マ
堰
と
類
似
の
変
化
で
部
分
的
に
決
壊
し

て
い
た
。
予
測
さ
れ
た
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、
上

下
流
の
経
年
的
な
変
化
か
ら
動
向
を
つ
か
み
、
最

終
工
事
が
行
わ
れ
た
。
堰
長
五
〇
五
ｍ
、
堰
幅
五

〇
～
一
二
〇
ｍ
、
石
張
り
堰
の
総
面
積
は
約
二
万

五
千
㎡
の
長
大
な
堰
が
一
四
年
三
月
、
二
年
が
か

り
で
完
工
し
た
。

　

上
下
流
の
護
岸
三
・
五
㎞
を
併
せ
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の

手
掛
け
た
取
水
堰
と
し
て
は
最
大
の
難
工
事
と
な

っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
提
唱
す
る

「
取
水
シ
ス
テ
ム
」
の
中
で
最
も
困
難
な
取
水
堰

の
完
成
度
が
高
く
な
っ
た
。
小
さ
な
改
修
は
あ
ろ

う
が
、
も
は
や
大
禍
は
当
分
な
い
と
見
て
い
る
。

◎
カ
シ
コ
ー
ト
用
水
路
の
開
通

　

主
幹
水
路
（
約
一
・
八
㎞
）
は
一
三
年
夏
、
既

に
送
水
を
始
め
、
両
水
路
壁
上
段
部
の
蛇
か
ご
造

別表２　2013年度上半期・下半期経過　（ ＝JICA共同事業、 ＝ＰＭＳ単独事業、 ＝未定）

上半期の経過 下半期の経過

ベスード郡

ベスード第一堰 大洪水後の改修 改修工事終了

ベスード護岸（カマ郡対岸）維持

始点150mの決壊・改修

全工事を完了
1700m地点の決壊・補修

2500m地点（しめきり堤）の強化

タプー堰 河道再生

ベスード第二取水堰 調査中（洪水で崩壊） 再調査を開始

カマ郡
カマ第一取水堰

河道変化による部分崩壊 河道回復と全面改修完了
カマ第二取水堰

カシコート

カシコート連続堰 河道変化の観察と対策 完工

サルバンド村（堰の上流）護岸 石出し水制による強化 完了

主幹水路（2㎞）上段部の造成 進行中
完工

沈砂池（調節池）造成 進行中

既存水路の拡大（9.8㎞） 調査中 連結部完工

女子校舎（8教室） 待機中 工期延長

マルワリード

シギ分水路（シギ下流）
260m洪水路横断サイフォン完工

マルワリード取水量を増加
分水路（計2㎞）完工

シギ取水堰（シギ上流） 洪水で崩壊、臨時取水路造成 堰建設中止（基礎地面消失）

カンレイ・クナデイ村揚水水車 試験設置 2ヶ村に設置完了

ガンベリ開拓

オリーブ園造成

継続

水稲栽培の増加

防砂林の拡張

固有植生の育苗

排水路拡張

ダラエヌール 診療所 医療職員宿舎完工 特記なし

| | | | | | 
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成
と
柳
枝
工
が
進
め
ら
れ
た
。
既
存
水
路
と
の
連

結
部
が
鉄
砲
水
の
通
過
地
点
で
あ
っ
た
た
め
、
三

〇
ｍ
の
サ
イ
フ
ォ
ン
を
含
む
約
二
〇
〇
ｍ
の
送
水

路
を
新
た
に
延
長
し
た
。
ま
た

堤
防
建
設
と
排
水
路
の
造
成
で

新
た
な
耕
地
が
拓
か
れ
る
た

め
、
沈
砂
池
（
調
節
池
）
に
送

水
門
を
加
え
て
い
る
。
一
四
年

九
月
ま
で
に
全
工
事
が
終
了
す

る
。

　

し
か
し
、
取
水
量
（
毎
秒
三

～
五
ト
ン
）
に
比
べ
、
既
存
水

路
の
容
量
が
小
さ
く（
毎
秒
一
・

〇
～
一
・
五
ト
ン
）、
末
端
ま

で
潤
せ
る
送
水
量
で
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
順
番
制
で
灌
水
し
て

き
た
が
水
稲
栽
培
は
不
可
能
で

あ
る
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
は
、
既
存
水

路
約
九
・
八
㎞
の
拡
張
を
計
画

し
て
い
る
。

◎
シ
ギ
地
域
の
安
定
灌
漑

　

シ
ギ
地
域
は
半
沙
漠
の
荒
野

と
湿
地
が
混
在
し
、
面
積
の

割
に
生
産
性
に
乏
し
か
っ
た
。

Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
は
一
二
年
三
月
に
計

画
を
実
施
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用

水
路
末
端
か
ら
約
二
六
〇
ｍ
の

サ
イ
フ
ォ
ン
で
大
き
な
洪
水
路

を
横
断
し
て
シ
ギ
下
流
域
を
潤

し
、
上
流
域
は
水
量
調
整
が
可
能
な
取
水
堰
を
建

設
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。

　

下
流
域
に
つ
い
て
は
、
一
三
年
六
月
ま
で
に
全

別表３　取水方式の比較
ＰＭＳ方式 従来方式

自然河道の堰上げ 斜め堰・土砂吐き 単純突堤
取水口 堰板式の取水門 取水門なし又はスライド式水門
主幹水路底 ソイルセメント・ライニング

素掘り又はコンクリート三面掩蔽
水路壁 蛇籠工と柳枝工
余水吐きと排水 調節池で底水を排水 主幹水路壁の一部から溢れさせる

別表４　設置用水水車の比較

直径 重量
揚水高

バケット数 バケット容量 回転時間 設置場所 一日揚水量
水路床面から

一号機 4.0ｍ 約220㎏ 3.5ｍ 32個 9リットル 15〜18秒 クナディ村 1,300〜1,600トン

二号機 6.0ｍ 約260㎏ 5.6ｍ 32個 9リットル 18〜20秒 カンレイ村 1,200〜1,350トン口
PMS提唱の取水システム

土砂吐き /'堰板式
取水門

主水路

調節池

従来の取水システム

路
ノ
水

洪
水
流
入

取
水
門
か

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I

i
 

f
 

の
低
下

匹
掘
／
l
＼
↓

/，

嫌I

I

I

 

対
岸
河
岸
の
浸
食
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長
約
二
㎞
の
送
水
路
（
マ
ル

ワ
リ
ー
ド
延
長
路
）
を
完
成

さ
せ
た
が
、
上
流
域
は
悲
劇

的
な
事
態
に
遭
遇
し
た
。
一

三
年
六
月
～
八
月
、
断
続
的

に
襲
っ
た
洪
水
が
、
調
節
機

能
の
な
い
シ
ギ
取
水
口
に
流

入
、
取
水
口
か
ら
同
用
水
路

約
二
・
七
㎞
ま
で
侵
入
、
約

六
〇
㌶
の
耕
地
も
ろ
と
も
濁

流
に
消
え
た
。
こ
の
た
め
十

月
に
予
定
し
た
工
事
は
不
可

能
と
な
り
、
急
き
ょ
マ
ル
ワ

リ
ー
ド
用
水
路
一
三
㎞
地
点

か
ら
分
水
し
て
潤
し
て
い

る
。

◎
揚
水
水
車
の
設
置

　

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
流

域
で
は
、
ポ
ン
プ
で
揚
水
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
村
落

が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
ガ
ソ

リ
ン
燃
料
は
高
価
で
、
と
て

も
貧
し
い
村
落
で
は
手
が
出

な
い
。
長
い
懸
案
で
あ
っ
た

が
、
一
三
年
度
に
な
っ
て
着

工
さ
れ
た
。
福
岡
県
朝
倉
市

の
水
車
を
模
し
た
も
の
で
、

二
カ
所
に
設
置
さ
れ
た
。
製

作
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
独
自
に
行
っ
た
。

　

詳
細
は
別
表
４
の
通
り
、
一
日
揚
水
量
一
二
〇

〇
～
一
六
〇
〇
㌧
、
二
つ
の
村
が
恩
恵
を
受
け

た
。
水
稲
は
無
理
だ
が
、
小
麦
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

な
ら
数
十
㌶
を
潤
し
、
村
民
の
自
給
を
保
障
し
た
。

３
．
農
業
・
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
開
拓

◎
植
樹
と
砂
防
林
の
効
果

　

ガ
ン
ベ
リ
開
拓
地
の
悩
み
は
突
然
襲
う
鉄
砲
水

と
砂
嵐
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
二
〇
〇
八
年
秋

に
沙
漠
横
断
水
路
の
建
設
開
始
と
同
時
に
、
砂
防

林
の
造
成
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
植
林
は
主
に
乾

燥
に
強
い
紅
柳
（
ガ
ズ
）
が
使
わ
れ
、
開
拓
地
を

囲
む
よ
う
に
全
長
約
五
㎞
（
岩
盤
周
り
を
含
む
と

計
七
㎞
）、幅
一
〇
〇
～
二
〇
〇
ｍ
で
植
え
ら
れ
た
。

　

五
年
を
経
て
、
よ
う
や
く
そ
の
効
果
が
表
れ
始

め
た
。
紅
柳
は
高
い
も
の
で
十
数
ｍ
に
成
長
、
激

し
い
砂
嵐
を
避
け
た
だ
け
で
な
く
、
鉄
砲
水
も
樹

林
を
く
ぐ
る
間
に
大
人
し
く
な
り
、
破
壊
的
な
被

害
は
な
く
な
っ
た
。
草
地
の
拡
大
と
相
ま
っ
て
、

厳
し
い
沙
漠
の
熱
風
も
、
樹
間
を
く
ぐ
る
涼
風
と

な
り
、
土
地
が
保
水
性
を
増
し
て
作
物
に
好
影
響

を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

◎
ガ
ン
ベ
リ
農
場
の
増
産

　

こ
れ
を
受
け
て
一
三
年
度
は
「
食
糧
増
産
・
自

給
態
勢
確
立
」
を
合
言
葉
に
、
耕
作
地
を
飛
躍
的

に
拡
大
し
た
。
コ
メ
、
コ
ム
ギ
ら
の
穀
類
、
柑
橘

類
、
ザ
ク
ロ
、
モ
モ
、
ブ
ド
ウ
ら
の
果
物
、
野
菜
、

豆
類
、
オ
リ
ー
ブ
な
ど
、
ほ
ぼ
職
員
の
自
給
を
満

た
し
つ
つ
あ
る
。
小
規
模
な
が
ら
畜
産
も
始
め
ら

カマ堰・ベスード護岸の主な改修（2013年6月より2014年2月）

改修後の堰

◆ー◆洪水による破綻部

石出し水制
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れ
、
乳
製
品
が
生
産
さ
れ
て
い
る
。

　
新
た
に
造
成
さ
れ
た
オ
レ
ン
ジ
園
や
オ
リ
ー
ブ

園
を
入
れ
る
と
、
農
地
は
約
八
〇
㌶
を
超
え
る
。

事
務
所
内
に
「
農
業
部
」
を
置
き
、
集
荷
さ
れ
た

収
穫
物
を
職
員
に
分
配
す
る
仕
組
み
が
導
入
さ
れ

た
。
将
来
的
に
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
独
立
態
勢
を
め
ざ
し
、

皆
の
士
気
は
高
い
。

◎
農
業
協
力
の
結
論

「
緑
の
大
地
計
画
」
の
柱
の
一
つ
で
あ
っ
た
農
業

協
力
は
、
幾
多
の
試
行
錯
誤
を
経
て
支
援
の
方
法

を
会
得
し
た
と
言
え
る
。
ア
フ
ガ
ン
農
業
の
特
性

は
、
商
品
性
で
な
く
自
給
性
を
重
視
、
地
域
の
自

然
循
環
の
営
み
に
位
置
づ
け
る
点
で
あ
る
。

　
数
百
年
、
数
千
年
の
時
間
を
か
け
て
成
っ
た
農

業
は
、
既
に
確
立
さ
れ
た
伝
統
技
術
と
文
化
で
あ

る
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
目
指
す
の
は
、
新
技
術
の
導
入
で

は
な
く
、「
復
元
」
に
近
い
。
実
際
、
ア
フ
ガ
ン

人
は
全
て
有
能
な
農
業
技
術
者
で
あ
り
、
勤
勉
な

農
場
経
営
者
で
も
あ
る
。
我
々
が
持
ち
込
ん
だ
も

の
で
例
外
的
に
成
功
を
収
め
た
の
は
ア
ル
フ
ァ
ル

フ
ァ
の
普
及
だ
け
で
、
か
れ
ら
が
述
べ
る
よ
う
に
、

「
水
と
土
さ
え
あ
れ
ば
生
き
ら
れ
る
」。
農
業
生
産

は
、全
て
彼
ら
の
流
儀
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
単
位
面
積
の
収
量
が
多
少
落
ち
て
も
、
彼
ら
は

「
自
給
性
」
を
重
視
す
る
。
肥
料
も
自
分
で
作
り
、

化
学
肥
料
は
最
低
限
に
抑
え
る
。
そ
れ
で
自
活
で

き
れ
ば
、
外
国
人
が
と
や
か
く
指
導
す
る
こ
と
は

な
い
と
我
々
は
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
一
三
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
植
樹

は
五
九
、
四
三
六
本
で
、
〇
三
年
か
ら
一
四
年
三

月
ま
で
の
総
植
樹
数
は
八
一
万
本
を
超
え
た
（
別

表
５
参
照
）。
半
分
以
上
が
水
路
や
護
岸
沿
い
の
柳

枝
工
に
使
わ
れ
た
ヤ
ナ
ギ
で
、
次
に
防
砂
林
の
紅

柳
や
ユ
ー
カ
リ
が
多
い
。
最
近
の
傾
向
は
シ
ー
シ

ャ
ム
ら
の
土
着
種
、果
樹
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
。

◎
「
ガ
ン
ベ
リ
村
」
発
足
に
向
け
て

　
ガ
ン
ベ
リ
開
拓
地
（
約
三
㎞
四
方
、
九
〇
〇
㌶
）

に
は
、
周
辺
か
ら
様
々
な
集
団
が
移
住
し
て
「
棲

み
分
け
」
が
進
ん
で
い
る
。
最
も
有
力
な
の
が
ケ

シ
ュ
マ
ン
ド
山
系
か
ら
移
住
し
て
き
た
パ
シ
ャ
イ

族
の
集
団
で
、
ク
ナ
ー
ル
州
、
ロ
ー
ガ
ル
州
か
ら

別表５　植樹総数（2003年3月から2014年3月まで）

種類 場所  2003～07年 2008年 2009年  2010年 2011年  2012年 2013年 2014年（3月） 総計
ヤナギ 水路の両岸 116,050 55,380 97,380 60,750 73,315 23,650 37,073 18,400 481,998
クワ 水路沿い土手斜面 7,000 2,750 8,578 4,430 140 292 0 0 23,190
オリーブ 水路沿い土手斜面､ガンベリ 2,000 0 840 0 0 0 1,424 1,275 5,539
ユーカリ 河川護岸とガンベリ砂防林 2,500 1,000 11,478 39,584 22,350 28,196 7,150 6,220 118,478
ビエラ ガンベリ沙漠 0 300 600 1,165 165 2,083 175 75 4,563
紅柳（ガズ） ガンベリ沙漠とE区域 0 15,100 71,300 14,356 9,887 22,317 3,573 780 137,313
シーシャム 護岸およびガンベリ用水路沿い 0 0 0 0 0 0 4,614 1,400 6,014
ポプラ ガンベリ農場 0 0 0 4,900 10,786 1,850 0 220 17,756
イトスギ モスク、マドラサ、ガンベリ公園 0 0 0 60 195 300 0 0 555
果樹 ＰＭＳ果樹園 600 0 0 193 0 6,034 5,283 6,151 18,261
その他 0 0 0 132 190 412 144 50 928

128,150 74,530 190,176 125,570 117,028 85,134 59,436 34,571 814,595

今年5月に収穫し脱穀直後の麦。「カネがなくとも食える」がアフガン
農村の本領だ（中村）
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の
パ
シ
ュ
ト
ゥ
族
、
定
住
化
し
た
遊
牧
民
、
隣
接

す
る
シ
ギ
・
シ
ェ
イ
ワ
村
落
住
民
と
、
雑
多
で
あ

る
。
一
四
年
一
月
、
各
集
団
が
一
堂
に
会
し
、
今

後
が
協
議
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
、
よ
り
組
織
的
に
給

排
水
路
の
整
備
を
進
め
る
と
共
に
、「
ガ
ン
ベ
リ

地
域
共
同
体
」
の
一
角
を
占
め
、「
土
着
化
」
の

道
を
選
ん
だ
。
他
方
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
農
場
（
約
二
〇
〇

㌶
）
を
合
法
的
に
得
る
べ
く
、「
四
〇
年
間
借
用
」

の
契
約
が
行
政
と
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
。
今

後
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
事
業
を
介
し
て
地
域
が
ま
と
ま

り
、
安
定
し
た
農
村
共
同
体
が
で
き
て
ゆ
く
過
程

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

合
法
性
を
維
持
す
る
た
め
、
ガ
ン
ベ
リ
に
近
い

ベ
ス
ー
ド
郡
の
一
角
に
職
員
居
住
地
を
「
Ｐ
Ｍ
Ｓ

私
有
地
」
と
し
て
確
保
、
計
画
は
徐
々
に
進
め
ら

れ
て
い
る
。

４
．
ワ
ー
カ
ー
派
遣
・
そ
の
他

　

一
三
年
度
は
、
現
場
に
中
村
一
名
が
常
駐
、
ジ

ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
に
村
井
・
石
橋
の
二
名
が

赴
い
た
。

　

カ
シ
コ
ー
ト
・
サ
ル
バ
ン
ド
村
の
女
子
校
舎
は
、

緊
急
の
河
川
工
事
が
再
び
難
航
し
、
治
安
の
悪
化

で
近
づ
け
ず
、
着
工
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

二
〇
一
四
年
度
計
画

　

年
度
報
告
に
述
べ
た
通
り
、
一
四
年
度
も
「
緑

の
大
地
計
画
」
実
現
へ
向
け
て
更
に
努
力
は
続
く
。

　

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
関
係
で
は
、
農
地
開

拓
、
小
水
利
施
設
、
給
排
水
路
整
備
、
植
樹
ら
、

基
本
的
に
こ
れ
ま
で
の
連
続
だ
が
、
全
体
に
農
業

生
産
に
大
き
く
移
行
す
る
。

　

河
川
・
用
水
路
工
事
で
は
、

・
ベ
ス
ー
ド
第
二
取
水
堰
（
ミ
ラ
ー
ン
地
区
）

・
カ
シ
コ
ー
ト
既
存
水
路
九
・
八
㎞
の
拡
張

・
ベ
ス
ー
ド
郡
タ
プ
ー
堰
の
改
修

・
ガ
ン
ベ
リ
開
拓
地
の
排
水
路
整
備

　

以
上
が
成
れ
ば
、
ほ
ぼ
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
北
部

穀
倉
地
帯
全
域
の
安
定
灌
漑
に
見
通
し
を
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

最
大
の
も
の
が
ベ
ス
ー
ド
第
二
取
水
堰
で
、
何

と
か
一
四
年
十
月
に
着
工
し
、
一
六
年
三
月
ま
で

に
完
工
し
た
い
。
と
く
に

調
節
機
能
の
な
い
取
水
が

い
か
に
危
険
か
、
シ
ギ
堰

で
痛
感
し
た
。
既
に
一
四

年
五
月
ま
で
に
工
事
に
必

要
な
調
査
と
測
量
を
完
了

し
た
（
詳
細
を
次
号
で
紹

介
）。

　

カ
シ
コ
ー
ト
は
現
在
、

国
道
上
の
治
安
が
悪
く
、

数
年
を
か
け
て
少
し
ず
つ

進
め
る
。
女
子
校
舎
建
設

は
、
そ
の
段
階
で
予
定
し

て
い
る
。

中な
か

村む
ら

　
哲て
つ

…
九
州
大

学
医
学
部
卒
。
専
門

＝
神
経
内
科
（
現
地

で
は
内
科
・
外
科
も

こ
な
す
）。
国
内
の

病
院
勤
務
を
経
て
、

一
九
八
四
年
パ
キ
ス
タ
ン
・
カ
イ
バ
ル
・
パ
ク

ト
ゥ
ン
ク
ワ
州
（
旧
北
西
辺
境
州
）
の
州
都

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
赴
任
。
ハ
ン
セ
ン
病
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
計
画
を
柱
に
し
た
、
貧
困
層
の
診
療

に
携
る
。
八
六
年
か
ら
は
ア
フ
ガ
ン
難
民
の

た
め
の
事
業
を
設
立
し
、
ア
フ
ガ
ン
北
東
山

岳
部
に
三
つ
の
診
療
所
を
開
設
。
九
八
年
に

は
基
地
病
院
Ｐ
Ｍ
Ｓ
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
建

設
。
ま
た
病
院
・
診
療
所
で
患
者
を
待
つ
だ

け
で
な
く
、
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
山
岳
地
帯
の

診
療
所
を
拠
点
に
巡
回
診
療
も
開
始
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
以
降
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を

襲
っ
た
大
旱か
ん

魃ば
つ

対
策
の
た
め
の
水
源
確
保
（
井

戸
掘
り
・
カ
レ
ー
ズ
の
復
旧
。
作
業
地
千
六

百
ヵ
所
以
上
）
事
業
を
実
践
。
さ
ら
に
〇
二

年
春
か
ら
ア
フ
ガ
ン
東
部
山
村
で
の
長
期
的

復
興
計
画
「
緑
の
大
地
計
画
」
を
開
始
、
〇

三
年
三
月
か
ら
は
灌
漑
水
利
計
画
に
着
手
し
、

一
〇
年
三
月
全
長
二
五
・
五
キ
ロ
が
開
通
し

た
。
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
の
年
間
診
療
数

約
五
万
二
千
人
（
二
〇
一
三
年
度
）。

別表6　2013年度現地派遣ワーカー

職種 赴任日

1 村井光義 事務・現地連絡員 2005年3月〜

2 石橋忠明 事務・現地連絡員 2014年2月〜

7 
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2013年麿の主な取支
期間 2013年4月～2014年3月

一般会計（単位：円）

［収入の部］

1 会費•寄付

2 補助金等

3 利息雑収入

4 収益事業収入

5 基金取崩

年度収入計

前年度繰越

収 入計

収益事業会計

［収入の部］

書籍売上

DVD売上

雑収入

売上収入計

［経費の部］

書籍等原価

販売費

事業所税等

経費合計

収益事業収入

「いのちの甚金」残高

期首残裔

一般会計から繰入

期末残高

［支出の部］

247,334,121① 1 現地協力費

〇 うちPMS運営費

616,63] アフガン事業費

930,719 ワーカー費

0 渡航費

248,881,471 国内活動費

51,611,646 2 広報費

300,493,117 3 事務局費

年度支出計

基金への繰入

次年度繰越

支出計3,263,755 

1,571,675 

636,950④ 

5,472,380 

I 43,409,326 

゜134,817,225② 

399,615③ 

5,546,998 

2,645,488 

7,972,961 

17,324,154 

168,706,441 

80,000,000 

51,786,676 

300,493,117 

①
会
費
寄
付
（
偲
人
17、
4
8
9件
／
団
体
6
5
7件）

②
農
業
用
湿
漑
用
水
路
建
設
等

③
現
地
支
援
ワ
ー
カ
ー
等

④
カ
レ
ン
ダ
ー
印
税
、
写
真
使
用
料
、
送
料
収
入

⑤
事
業
所
税
等

●2013年度事業額（支出ベース）
168,706,441円

事務局費
17,324,154円(10.3%)

3,700,111 

492,750 

348,800⑤ 

4 541 661 9 9 

930,719 

270,000,000 

80,000,000 

350,000,000 

-----------------------------------------

未使用切手、書き損じ葉書の寄付

寄付いただいた件数 1,044件

未使用切手枚数 34,616枚

同 金額 4,263,976円相当

書き損じ葉書枚数 30,221枚

同 金額 1,339,203円相当

合計金額 5,603,179円相当

＊会報発送費用の節約になっています。

------------------------------------------

現地協力費
I 43,409,326円(85.0%)

0

0

0

ク

。

0

0

0

0

 

0

0

0

0

 

0

0

0

0

 

000
加。

5

4

3

2

l

 

事禦規模（会費•寄付件数、事業額）の推蓼 1987-2013（年慶）

現地協力費
（割合）

50,841.5 

事業額

294/4 霊°t鯰□□1認闘
40,287.3 
(95.0%) 

34,308.6 

三益，箪―
_____ -1 (9o.o%J 1 19,539.1 
22,702.4 
(89.3%) 

8000 7,131.7 

16,944.2 
(86.7%) 

14947.6 
(84.0%) 

14,340.9 
(85.0%) 

6000 

4000 

2000 

個人件薮

雨構絣

1987 

519 

38 

1992 

2,202 

114 

6,629.6 
(93.0%) 

1997 

2,968 

221 

2001 

59,478 

689 

2002 

21,167 

1,730 

2003 

18,079 

1,275 

2004 

15,119 

953 

2005 

18,449 

932 

2006 

19,027 

903 

2007 

19,248 

910 

2008 

22,343 

990 

2009 

20,432 

851 

2010 

21,238 

956 

2011 

18,301 

719 

2012 

18,639 

702 

2013 

17,489 

657 
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【カラー特集】　ペシャワール会30周年特集　
第４回　中村医師30年の歩み

上：医学生時代（前列左）

パキスタンのアフガン難民キャンプで診療中の中村医師とJAMS職員（1980年代）

上：虫捕りに夢中だった少年期
右：1984年5月、ペシャワールミッション病院のハンセン病
棟から始まった現地活動
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パキスタン北西の山岳地ラシュト診療所から更に北部へ移動しての巡回診療（1997年）

3000mの峠を越え、パキスタン北西山岳地に診療所開設の準備をする（1995年）

-il『「

・メニこ



13 2014 年 6 月 25 日ペシャワール会報　No.120

ＰＭＳ基地病院で現地医療従事者を指導（1999年）

河に突き出す堰の先端へは用心して、なかなか前進しない
運転手に率先して同行する（2003年12月）

掘削機の修理をする中村医師と石橋ワーカー（2004年3月）マルワリード堰の先端へ重機を誘導する中村医師



14ペシャワール会報　No.1202014 年 6 月 25 日

筏でクナール河を渡り、灌漑用水路建設現場へ向かう（2012年12月）

上：石出し水制造成中。後ろはモクタール運転手
（2007年4月）

下：PMSガンベリ農場でとれた麦の脱穀（2014年5月）

右：パキスタンで買い付けた中古のロ
ーダー「丸鉄組」とは縁か。マルワリ
ード堰の為に巨石を運ぶ（2004年）

l
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新
た
な
は
じ
ま
り　
　
　
　
　

　

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
三
〇
年
、
中
村
哲
医
師
そ
し

て
こ
れ
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
全
国
の
会
員
の
皆
さ

ん
、
事
務
局
の
皆
さ
ん
、
長
い
間
大
変
ご
苦
労
様

で
し
た
。
こ
の
時
間
、
一
言
で
語
れ
な
い
苦
労
の

連
続
だ
っ
た
も
の
と
推
察
し
ま
す
。
し
か
し
ま
だ

一
区
切
り
、
更
な
る
始
ま
り
の
一
歩
で
あ
り
「
ア

フ
ガ
ン
東
部
か
ら
全
土
に
緑
の
大
地
」
を
合
言
葉

に
進
ま
れ
ん
事
を
希
望
し
ま
す
。
中
村
先
生
の
一

層
の
ご
活
躍
と
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
故
・
村
井
瀞
一
さ
ん
と
中
村
先
生

　

名
古
屋
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
が
で
き
た
の
は
、

一
九
九
六
年
の
こ
と
で
十
八
年
前
に
な
り
ま
す
。

福
岡
の
支
部
と
し
て
発
足
し
た
も
の
で
全
国
初
の

支
部
結
成
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
早
く
か

ら
活
動
し
て
き
た
の
は
村
井
瀞
一
さ
ん
の
役
割
が

と
て
も
大
き
か
っ
た
と
言
え
ま
す
。
そ
の
村
井
さ

ん
も
四
年
前
の
二
〇
一
〇
年
三
月
、
九
二
歳
で
亡

く
な
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
ま
で
中
村
先
生
へ
の
気

遣
い
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
へ
の
想
い
を
口
に
し
て

い
ま
し
た
。

　

以
前
、
そ
の
村
井
さ
ん
か
ら
伺
っ
て
い
た
中
村

先
生
と
の
出
会
い
を
少
し
お
話
し
し
ま
す
。
今
か

ら
遡
る
こ
と
二
九
年
前
の
一
九
八
五
年
五
月
、
名

古
屋
サ
ウ
ス
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
村
井
さ
ん
や

小
寺
孝
雄
さ
ん
（
九
五
歳
・
ご
健
在
）
ら
四
名
の

同
ク
ラ
ブ
の
方
が
難
民
支
援
の
募
金
を
現
地
の
人

に
渡
す
目
的
で
パ
キ
ス
タ
ン
を
訪
れ
て
い
ま
し

た
。
各
地
を
周
り
な
が
ら
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
着
い

た
時
「
こ
ち
ら
に
日
本
人
が
い
る
」
と
現
地
の
人

か
ら
聞
き
「
え
っ
、
こ
ん
な
所
に
」
と
思
い
、
早

速
行
っ
て
み
る
と
そ
の
日
本
人
と
は
中
村
先
生
だ

っ
た
の
で
す
。
そ
の
時
中
村
先
生
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
に
赴
任
し
て
間
も
な
い
頃

で
、
奥
さ
ん
と
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
一
緒
で
、
難

民
の
診
療
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
こ
ん
な

遠
い
地
で
頑
張
っ
て
い
る
人
が
い
る
、
驚
い
た
、

涙
が
出
た
」
と
熱
く
語
っ
て
い
た
の
を
今
で
も
鮮

明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
機
に
中
村
先
生
、
村
井
さ
ん
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
関
係
は
深
く
な
り
、
今
日
ま
で
三

〇
年
弱
、
物
心
両
面
に
亘
り
支
援
を
頂
い
て
い
ま

す
。
今
で
は
ア
フ
ガ
ン
で
唯
一
残
る
ダ
ラ
エ
ヌ
ー

ル
診
療
所
は
同
ク
ラ
ブ
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
も

の
、
四
輪
駆
動
ト
ラ
ッ
ク
数
台
の
寄
贈
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ

病
院
建
設
の
寄
付
、
近
く
は
診
療
所
屋
上
に
太
陽

光
発
電
パ
ネ
ル
の
寄
贈
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
中
村

先
生
も
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
初
期
の
時
期
で
の
援
助

だ
っ
た
だ
け
に
「
心
強
か
っ
た
」
と
著
書
の
中
で

も
触
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
熱
き
思
い

　

私
が
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
に
関
わ
っ
た
の
は
名
古

屋
支
部
結
成
の
準
備
段
階
の
時
か
ら
で
、
二
〇
年

程
に
な
り
ま
す
。
そ
の
時
の
き
っ
か
け
も
故
・
村

◎
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
発
足
30
周
年
記
念
特
集　

第
四
回

こ
れ
ま
で
も
…
こ
れ
か
ら
も
…

中
村
哲
医
師
と
と
も
に

　
　

　
　

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
理
事
・
名
古
屋
支
部
長　

　
　
五
井
泰
弘

2003年12月、用水路現場を視察する村井瀞一さん（右、当時86才）

I 
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ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
熊
本
連
絡
会
が
発
足
し
て
一

〇
年
以
上
が
た
ち
ま
し
た
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の

三
〇
年
に
及
ぶ
中
村
先
生
の
現
地
活
動
支
援
の
中

で
は
新
参
者
で
、
活
動
の
ほ
ん
の
一
端
を
担
っ
て

い
る
だ
け
で
、
お
こ
が
ま
し
い
気
持
ち
も
し
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
報
告
を
兼
ね
て
寄
稿
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
１　
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
熊
本
連
絡
会
の
誕
生

　

長
ら
く
福
岡
で
暮
ら
し
た
あ
と
、
夫
の
最
後
の

赴
任
地
広
島
か
ら
熊
本
に
転
居
し
て
ま
も
な
く
、

二
〇
〇
一
年
の
半
ば
、
あ
る
日
突
然
中
村
哲
先
生

か
ら
お
電
話
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て

中
村
先
生
と
事
務
局
長
の
村
上
先
生
が
熊
本
ま
で

足
を
運
ば
れ
、
支
部
の
立
ち
上
げ
の
要
請
を
受
け

た
。
熊
本
で
は
す
で
に
、
あ
る
教
会
の
中
に
支
援

団
体
が
あ
っ
た
が
、
諸
事
情
に
よ
り
新
た
に
作
る

必
要
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
夫
は
中
村
先
生
と
は
大

学
の
同
級
生
で
、
頼
ま
れ
た
こ
と
は
二
つ
返
事
で

引
き
受
け
る
性
格
だ
が
、
私
は
と
て
も
心
配
だ
っ

た
。
と
も
か
く
弊
院
を
拠
点
に
夫
・
柴
田
堅
一
郎

を
会
長
に
、
数
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
熊
本
連
絡
会
」
が
発
足
し
た
。

　
２　
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
へ
の
一
本
の
糸

　

ふ
り
返
る
と
こ
れ
も
縁
だ
っ
た
か
な
と
ふ
と
そ

ん
な
気
も
し
て
く
る
。

　

初
代
事
務
局
長
の
故
佐
藤
雄
二
さ
ん
は
私
と
高

校
で
同
じ
ク
ラ
ス
。
そ
し
て
高
校
で
私
が
作
っ
た

詩
が
、「
パ
キ
ス
タ
ン
の
夢
」。
パ
キ
ス
タ
ン
に
行

っ
て
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
詩
だ
っ
た
。
苦

井
瀞
一
さ
ん
で
し
た
。
あ
る
日
「
会
い
た
い
」
と

村
井
さ
ん
か
ら
電
話
が
入
り
、
私
の
会
社
近
く
に

あ
る
「
東
鮨
本
店
」
と
い
う
老
舗
の
寿
司
屋
で
昼

食
を
取
り
な
が
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
村
井
さ
ん
と
の
付
き
合
い
は
多
く
な

く
、
日
中
、
日
ソ
友
好
な
ど
社
会
運
動
を
さ
れ
て

い
る
方
と
し
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
頃
、

私
は
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
に
反
対
し
て

「
ア
フ
ガ
ン
連
帯
愛
知
委
員
会
」
の
活
動
を
し
て

い
た
事
も
あ
り
、
会
い
に
来
ら
れ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
で
、
話
と
は
「
中
村
先
生
の
よ
う
な
人
を

支
援
し
た
い
、
助
け
た
い
」
と
い
う
も
の
で
、
最

初
は
「
大
き
な
事
を
言
う
方
だ
な
、
大
風
呂
敷
を

広
げ
て
」
と
思
い
ま
し
た
。
が
、
熱
血
熱
涙
、
溢

れ
ん
ば
か
り
に
「
名
古
屋
で
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
を

つ
く
り
た
い
の
で
手
伝
っ
て
欲
し
い
」
と
。
声
の

大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
私
は
「
わ
か
り
ま
し
た
」

と
考
え
る
間
も
な
く
即
答
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
そ
の
時
は
「
早
ま
っ
た
」
と
思
い
ま
し
た
が
、

今
で
は
感
謝
こ
そ
す
れ
後
悔
は
全
く
し
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
も
生
前
の
村
井
さ
ん
が
常
々
言
わ
れ
て

い
た
「
袖
触
り
合
う
も
他
生
の
縁
」
だ
っ
た
の
で

す
（
中
村
先
生
も
時
々
使
わ
れ
ま
す
が
…
…
）。

そ
の
遺
志
を
し
っ
か
り
受
け
継
い
で
い
か
な
け
れ

ば
と
、
改
め
て
思
う
次
第
で
す
。

　
名
古
屋
の
活
動

　

名
古
屋
の
事
を
少
し
ば
か
り
紹
介
し
ま
す
。
支

部
で
発
足
し
た
名
称
を
そ
の
後
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

会
名
古
屋
」
に
変
更
し
ま
し
た
が
、
組
織
上
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
主
な
活
動
は 

①
本
部
が
年
四
回

発
行
す
る
会
報
発
送
の
一
部
を
お
手
伝
い
す
る
形

で
中
部
エ
リ
ア
（
東
海
、
北
陸
、
上
信
越
）
一
〇

県
に
発
送
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
②
二
～
三
年
に

一
度
、
中
村
哲
医
師
現
地
報
告
会
や
写
真
展
な
ど

を
開
催
す
る
。
③
中
学
、
高
校
、
市
民
団
体
か
ら

の
講
演
依
頼
に
は
積
極
的
に
出
掛
け
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
の
活
動
を
広
め
る
な
ど
で
す
。
事
務
局
員
は

総
数
一
七
～
一
八
名
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
名
古
屋
サ
ウ
ス
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

金
城
学
院
高
校
、
歯
科
技
工
士
会
、
静
岡
県
人
会

な
ど
多
く
の
方
々
、
ま
た
連
携
す
る
豊
橋
（
愛

知
）、
岐
阜
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
支
援
会
や
各

市
民
団
体
の
皆
さ
ん
に
こ
れ
ま
で
の
ご
協
力
に
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

ふ
り
返
る
と
こ
れ
も
縁え
に
し
か

　
　

　
　

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
熊
本
連
絡
会　
　

　
　
柴
田
由
紀
子
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笑
だ
。

　

暮
れ
ゆ
く
直
前
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
風
景
に
異

国
情
緒
を
刺
激
さ
れ
、
上
達
し
な
い
不
甲
斐
な
い

自
分
へ
の
感
傷
と
混
じ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ど
う

し
て
パ
キ
ス
タ
ン
な
の
か
、
今
も
不
思
議
。

　

ま
た
、
中
村
先
生
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
病
院
へ
の
赴
任
を
推
薦
し
た
宮
崎
信
義
先
生

の
奥
様
、
智
子
さ
ん
は
大
学
で
私
と
同
じ
学
部
、

彼
女
は
一
二
年
前
他
界
さ
れ
た
が
、
私
に
と
っ
て

忘
れ
ら
れ
な
い
案
内
人
だ
。
四
十
年
以
上
前
の
大

学
紛
争
只
中
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
デ
モ
を
し
て
医

学
部
の
玄
関
前
で
座
り
込
み
を
し
た
と
き
、
隣
に

い
た
彼
女
が
発
し
た
「
て
っ
ち
ゃ
ん
」
と
い
う
言

葉
が
ず
っ
と
耳
に
残
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
月
日

が
経
っ
て
、
新
聞
で
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
発
足
、

中
村
先
生
の
赴
任
の
記
事
を
読
ん
だ
と
き
、
あ
あ

こ
の
人
が
「
て
っ
ち
ゃ
ん
」
だ
と
直
感
し
た
。

　

初
め
て
中
村
先
生
に
お
会
い
し
た
時
、
予
想
に

大
い
に
反
し
て
穏
や
か
な
優
し
い
風
貌
に
驚
い

た
。
そ
し
て
、「
滝
沢
克
己
先
生
」
の
一
粒
の
麦

が
中
村
先
生
の
中
に
不
動
の
一
本
と
し
て
ま
っ
す

ぐ
生
き
て
い
る
の
を
確
信
し
た
。
故
滝
沢
先
生
は

九
大
文
学
部
の
哲
学
の
先
生
で
「
人
間
の
原
点
」

を
主
題
に
自
主
ゼ
ミ
を
開
講
さ
れ
て
い
た
。

　
３　
活
動
報
告

　

発
足
早
々
、
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
が
勃
発

し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
報
復
空
爆
が
始
ま
っ

た
。
一
〇
月
二
六
日
、
急
遽
、
帰
国
さ
れ
た
中
村

先
生
の
緊
急
報
告
会
を
熊
本
市
総
合
女
性
セ
ン
タ

ー
で
開
催
、
夜
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
四
〇
〇

名
の
方
が
来
場
さ
れ
、
廊
下
ま
で
人
が
あ
ふ
れ

た
。
消
防
法
に
引
っ
か
か
る
と
セ
ン
タ
ー
か
ら
後

日
お
叱
り
を
受
け
た
。　

　

こ
れ
を
機
に
中
村
先
生
の
活
動
が
人
々
に
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
地
活
動
は
「
用
水
路
建

設
」
な
ど
常
識
を
遥
か
に
超
え
る
大
事
業
に
発
展

し
て
い
き
、
そ
れ
に
伴
い
連
絡
会
も
活
発
に
動
き

出
し
た
。

　

毎
年
、
中
村
先
生
を
お
招
き
し
て
報
告
会
を
開

催
、
ま
た
不
定
期
に
定
例
会
、
年
四
回
一
〇
名
程

の
ス
タ
ッ
フ
で
会
報
発
送
を
し
た
。

　

当
初
、
報
告
会
の
会
場
は
熊
本
市
総
合
女
性
セ

ン
タ
ー
の
多
目
的
ホ
ー
ル
、
年
毎
に
だ
ん
だ
ん
参

加
者
が
増
え
、
約
二
〇
〇
名
入
れ
る
円
形
の
会
場

は
心
配
を
よ
そ
に
、
ち
ょ
う
ど
い
い
具
合
に
埋
ま

っ
た
。
毎
回
、
中
村
先
生
と
熊
本
に
縁
の
深
い
事

務
局
長
の
福
元
満
治
氏
の
お
二
人
を
セ
ッ
ト
で
お

招
き
し
、
福
元
氏
は
先
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も

お
話
し
し
て
く
だ
さ
り
、
玉
井
金
五
郎
氏
、
火
野

葦
平
氏
な
ど
の
話
で
会
場
は
盛
り
上
が
っ
た
。

　

し
か
し
、
発
足
か
ら
四
年
の
間
に
仕
事
を
分
担

し
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
が
次
々
転
勤
や
病
気
で
い
な

く
な
り
、
す
べ
て
の
仕
事
が
私
の
肩
に
か
か
っ
て

き
た
。
パ
ソ
コ
ン
は
初
心
者
だ
っ
た
が
、
そ
の
う

ち
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
未
熟
な
が
ら
ポ
ス
タ
ー
や
チ

ラ
シ
を
作
り
、
ま
た
機
械
音
痴
の
私
が
ビ
デ
オ
の

編
集
ま
で
。
必
要
に
せ
ま
ら
れ
る
と
、
凡
人
な
り

に
出
来
る
力
を
神
様
は
与
え
て
下
さ
る
も
の
だ
と

思
っ
た
。

　

チ
ラ
シ
や
当
日
配
布
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
自
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分
で
作
っ
た
の
は
、
現
在
進
行
形
の
現
地
の
ホ
ッ

ト
な
情
報
を
皆
様
に
お
伝
え
し
た
い
と
思
っ
た
か

ら
だ
。
そ
れ
と
も
う
一
つ
、
若
い
人
に
、
目
に
は

見
え
な
い
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
き
っ
と

力
を
与
え
て
く
れ
る
「
中
村
哲
学
」
に
触
れ
て
頂

き
た
い
と
い
う
願
い
も
強
く
あ
っ
た
。
先
生
の
著

書
の
販
売
も
そ
の
思
い
だ
っ
た
。

　

二
〇
〇
六
年
以
降
の
報
告
会
に
つ
い
て
は
省
略

す
る
。

　
４　
こ
れ
か
ら

　

長
い
間
、
中
村
先
生
の
報
告
会
に
携
わ
っ
て
き

た
が
、
ア
フ
ガ
ン
が
子
ど
も
達
の
笑
顔
で
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
て
、
ま
た
、
先
生
が
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
を

降
り
ら
れ
た
ら
、
百
歳
も
二
百
歳
も
長
生
き
し
て

頂
い
て
、
今
度
は
絵
本
を
片
手
に
小
学
生
や
中
学

生
を
相
手
に
講
演
し
て
ほ
し
い
と
「
ア
フ
ガ
ン
の

夢
」
を
見
て
い
ま
す
。

　

私
達
の
時
代
は
共
感
す
る
仲
間
が
い
ま
し
た
。

し
か
し
今
は
「
王
様
は
裸
だ
」
と
叫
ぶ
純
真
な
子

ど
も
達
は
、
幼
く
し
て
不
条
理
を
た
っ
た
一
人
で

闘
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
が
現
実
で
す
。
思
春

期
を
迎
え
る
こ
と
な
く
自
死
す
る
子
、
か
ろ
う
じ

て
生
き
の
び
た
子
も
自
己
肯
定
で
き
ず
そ
の
後
の

道
は
平
坦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
生
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
子
ど
も
達
が
生
き
て
行
く
為
の
光
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

さ
て
、
熊
本
連
絡
会
は
今
後
の
活
動
を
思
案

中
、
若
い
人
達
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
で
き
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
報
告
会
、
写
真
展
に

ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
、
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
ま
た
、
発

足
か
ら
今
日
ま
で
熱
心
に
御
協
力
く
だ
さ
い
ま
し

た
熊
本
日
日
新
聞
社
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
夫

の
お
か
げ
で
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
お
手
伝
い
が
少

し
で
も
で
き
た
こ
と
は
幸
せ
で
す
。

　

私
、
ド
ク
タ
ー･

ジ
ア
・
ウ
ル
・
ラ
フ
マ
ン

は
、
一
九
九
六
年
六
月
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
Ｐ
Ｍ

Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
に
加
わ
り
、
ド
ク
タ
ー
・
サ
ー
ブ
中

村
の
下
で
二
〇
〇
八
年
ま
で
様
々
な
役
職
に
つ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
二
〇
〇
八
年
六
月
に
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の

ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
オ
フ
ィ
ス
事
務
所
長
と
し
て
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
赴
任
し
ま

し
た
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
時
代
は
、
ド
ク
タ
ー
・
サ

ー
ブ
と
共
に
Ｐ
Ｍ
Ｓ
病
院
で
外
来
患
者
と
く
に
ハ

ン
セ
ン
病
患
者
の
診
療
に
あ
た
り
ま
し
た
。
Ｐ
Ｍ

Ｓ
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
チ
ト
ラ
ル
の
ラ
シ
ュ
ト
と
コ

ー
ヒ
ス
タ
ン
に
ハ
ン
セ
ン
病
診
療
所
を
二
カ
所
持

ち
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
州
ダ

ラ
エ
ワ
マ
、
ク
ナ
ー
ル
州
ダ
ラ
エ
ピ
ー
チ
、
ナ
ン

ガ
ラ
ハ
ル
州
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
診
療
所
で
地
元
住

民
に
二
四
時
間
診
療
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
。

我
々
の
活
動
は
全
て
ド
ク
タ
ー･

サ
ー
ブ
の
支
援

と
指
揮
監
督
に
よ
る
も
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
は
以
下

の
事
業
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

◎
医
療
部
門
：
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
現
在
も
活
動
中
の
ダ
ラ

エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
で
外
来
診
療
、
各
種
検
査
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
、
薬
局
運
営
を
行
っ
て
お
り
、
一
日

あ
た
り
一
五
〇
名
か
ら
二
〇
〇
名
の
患
者
を
診
療

し
て
い
る
。
患
者
の
大
半
は
女
性
と
子
供
で
、
地

域
住
民
に
二
四
時
間
診
療
を
継
続
し
て
い
る
。

◎
教
育
：
七
〇
〇
名
収
容
の
モ
ス
ク
と
学
校
を
開

設
し
た
。
こ
こ
に
は
一
四
の
教
室
と
貧
困
学
生
の

た
め
に
滞
在
設
備
を
完
備
し
た
寮
も
併
設
し
て
い

る
。
二
〇
一
〇
年
、
地
元
機
関
に
譲
渡
し
た
。

◎
井
戸
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
：
深
刻
な
旱
魃
が
ア

フ
ガ
ン
全
土
を
襲
っ
た
二
○
○
○
年
、
井
戸
建
設

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
パ

◎
現
地
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
便
り

九
六
年
か
ら
活
動
に
参
加

　
　
事
業
の
重
責
を
負
う

　
　

　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
副
院
長
・
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
長　
　

　
　
ジ
ア
・
ウ
ル
・
ラ
フ
マ
ン
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キ
ス
タ
ン
の
国
境
の
町
ト
ル
ハ
ム
の
井
戸
四
本
を

は
じ
め
、
ソ
ル
フ
ロ
ッ
ド
、
ロ
ダ
ッ
ト
、
ア
チ
ン
、

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
に
一
六
〇
〇

本
を
超
す
井
戸
を
掘
削
し
た
。
ま
た
揚
水
ポ
ン
プ

と
発
電
機
を
備
え
た
灌
漑
井
戸
一
四
本
も
建
設
し

た
。

　

さ
ら
に
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
郡
の
カ
レ
ー
ズ
（
地
下

用
水
路
）
三
八
カ
所
を
復
旧
。
こ
れ
ら
は
ナ
ン
ガ

ラ
ハ
ル
州
住
民
の
生
活
に
大
き
く
役
立
っ
て
い
る
。

◎
灌
漑
部
門
：
二
○
○
三
年
に
開
始
し
た
水
路
建

設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ジ
ャ
リ
バ
バ
か
ら
ガ
ン
ベ
リ

砂
漠
ま
で
全
長
二
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
び
、
三

千
五
百
㌶
の
土
地
を
灌
漑
し
て
い
る
。

◎
農
業
部
門
：
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
横
断
水
路
の
開
通

と
同
時
に
、
農
業
事
業
を
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
か
ら
ガ

ン
ベ
リ
に
移
動
。
ガ
ン
ベ
リ
で
は
試
験
農
場
用
に

ア
フ
ガ
ン
政
府
か
ら
約
二
〇
〇
㌶
の
土
地
を
供
与

さ
れ
た
が
、
同
地
は
砂
地
で
あ
っ
た
た
め
砂
除
去

作
業
を
始
め
た
。
お
よ
そ
二
〇
〇
ジ
ェ
リ
ブ
（
一

ジ
ェ
リ
ブ
は
二
〇
〇
〇
㎡
）
で
砂
を
除
去
し
、
も

っ
と
も
土
質
の
良
い
部
分
を
検
査
し
た
と
こ
ろ
、

農
業
に
適
し
て
い
る
と
の
結
果
報
告
が
出
た
。
同

地
で
も
ま
さ
に「
緑
の
大
地
計
画
」の
重
要
部
分
、

ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
開
拓
を
開
始
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
二
〇
一
四
年
に
は
七
ジ
ェ
リ
ブ
の
土
地
に

五
〇
〇
〇
本
あ
ま
り
の
オ
レ
ン
ジ
の
木
を
、
同
年

秋
に
は
二
〇
㌶
に
ス
イ
ー
ト
オ
レ
ン
ジ
を
植
樹
す

る
予
定
。
ス
イ
ー
ト
オ
レ
ン
ジ
は
、
い
ず
れ
合
計

三
万
本
を
超
え
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
家
畜
飼
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
本
年
中
に
予
定
し
て
い
る
。

　
既
存
水
路
の
改
修
・
新
設
部
門

　

こ
こ
に
述
べ
る
全
事
業
は
ド
ク
タ
ー･

サ
ー
ブ

が
監
督
し
、
そ
の
他
の
関
連
事
務
事
業
は
私
達
Ｐ

Ｍ
Ｓ
委
員
会
が
管
理
し
て
い
る
。

◎
シ
ェ
イ
ワ
取
水
口
：
シ
ェ
イ
ワ
地
区
住
民
を
援

助
す
る
目
的
で
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
に
取
水
口

建
設
を
開
始
。
二
〇
〇
八
年
三
月
に
完
了
し
、
住

民
お
よ
そ
六
万
人
が
本
水
路
の
恩
恵
を
受
け
て
い

る
。

◎
カ
マ
第
一
取
水
堰
：
本
事
業
は
二
〇
〇
八
年
一

二
月
に
着
工
、
二
〇
〇
九
年
二
月
に
完
了
。
三
村

落
、
人
口
お
よ
そ
数
万
人
、
約
一
千
㌶
の
土
地
に

灌
漑
水
を
供
給
し
て
い
る
。

◎
カ
マ
第
二
取
水
堰
：
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
に
始

ま
っ
た
本
事
業
は
主
要
部
分
が
完
了
し
、
改
修
を

繰
り
返
し
て
小
さ
な
工
事
を
残
す
の
み
と
な
っ
て

い
る
。
五
二
の
村
落
、
六
千
㌶
の
土
地
を
灌
漑
。

本
事
業
は
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
住
民
に
多
大
な
恩
恵

を
与
え
て
い
る
。

◎
ベ
ス
ー
ド
護
岸
：
二
〇
一
〇
年
八
月
着
工
。
ク

ナ
ー
ル
川
の
大
洪
水
か
ら
三
三
〇
〇
世
帯
と
一
五

四
〇
㌶
の
土
地
を
守
っ
た
。

◎
ベ
ス
ー
ド
取
水
口
：
本
事
業
は
二
〇
一
一
年
四

月
に
開
始
し
、
住
民
お
よ
そ
一
〇
万
人
が
そ
の
恩

恵
を
受
け
て
い
る
。

◎
カ
シ
コ
ー
ト
取
水
口
、
護
岸
、
水
路
事
業
：
カ

シ
コ
ー
ト
に
は
二
七
〇
〇
世
帯
が
住
み
、
合
計
二

五
〇
〇
㌶
の
灌
漑
用
地
が
あ
る
。
本
事
業
は
二
〇

一
二
年
一
〇
月
に
着
工
し
、
完
成
す
れ
ば
対
岸
の

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
堰
と
の
連
続
し
た
堰
と
な
る
。
あ

と
は
ベ
ス
ー
ド
第
二
堰
の
み
と
な
り
、
ベ
ス
ー
ド
、

カ
マ
、
ク
ズ
ク
ナ
ー
ル
の
三
郡
全
体
に
安
定
し
た

灌
漑
水
を
供
給
で
き
る
。
ド
ク
タ
ー･

サ
ー
ブ
が

事
業
の
先
頭
に
立
っ
て
指
揮
監
督
し
て
い
る
た
め

全
て
の
作
業
が
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
各
現
場
監

督
も
ド
ク
タ
ー･

サ
ー
ブ
を
敬
愛
し
て
い
る
。
ま

た
ド
ク
タ
ー･

サ
ー
ブ
は
日
本
お
よ
び
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
関
係
者
間
の
良
好
な
関
係
づ
く
り
に
も

努
め
て
Ｐ
Ｍ
Ｓ
組
織
運
営
に
貢
献
し
て
い
る
。

PMSガンベリ農場で収穫した桃を手にするジア医師
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私
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州

カ
マ
郡
・
ピ
ル
ザ
イ
村
の
住
民
ミ
ー
ル
・
ア
ブ
ド

ル
・
ワ
ド
ゥ
ー
ド
の
息
子
で
グ
ラ
ム
・
ナ
ビ
と
申

し
ま
す
。
私
が
中
村
先
生
が
設
立
さ
れ
た
Ｐ
Ｍ
Ｓ

で
仕
事
を
始
め
た
の
は
一
九
九
〇
年
の
こ
と
で
、

病
院
の
運
転
手
職
に
就
き
ま
し
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
当

　

先
日
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
Ｐ
Ｍ
Ｓ
病
院
の
事
務

長
で
あ
っ
た
イ
ク
ラ
ム
ラ
氏
か
ら
電
話
が
あ
っ

た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
病
院
は
山
岳
医
療
過
疎
地
の
基
地
病

院
と
し
て
、
一
九
九
八
年
に
日
本
か
ら
の
寄
付
に

よ
っ
て
開
院
さ
れ
た
。
治
安
の
悪
化
で
日
本
人
の

滞
在
が
難
し
く
な
り
、
二
〇
〇
九
年
七
月
に
は
、

イ
ク
ラ
ム
ラ
氏
が
起
ち
上
げ
た
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
譲

渡
さ
れ
た
。

　

イ
ク
ラ
ム
ラ
氏
は
い
つ
も
厳
し
い
表
情
だ
が
、

ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
方
で
品
の
あ
る
冗
談
を
言
う
。

Ｐ
Ｍ
Ｓ
病
院
で
一
緒
に
働
い
て
い
た
頃
は
、
日
本

人
ワ
ー
カ
ー
の
誕
生
日
を
記
録
し
、
誕
生
日
当
日

に
は
、
内
緒
で
ケ
ー
キ
を
準
備
し
て
、
ジ
ア
先
生

や
他
の
ワ
ー
カ
ー
を
集
め
、
内
線
で
深
刻
な
内
容

の
作
り
話
を
し
て
部
屋
に
呼
び
、
驚
か
そ
う
と
し

て
い
た
。
今
で
も
、
私
が
日
本
に
い
て
も
ジ
ャ
ラ

ラ
バ
ー
ド
に
い
て
も
定
期
的
に
連
絡
が
あ
る
。
ジ

ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
で
電
話
を
受
け
た
際
に
ジ

ア
先
生
と
代
わ
る
と
、
お
互
い
懐
か
し
い
声
を
耳

に
し
て
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
た
。「
宗
教
、
人

宗
教
・
人
種
・
国
籍
を

  
　
　
超
え
た
病
院
だ
っ
た

　
　
　
　

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
・
現
地
連
絡
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
井
光
義

◎
ワ
ー
カ
ー
通
信

一
運
転
手
と
し
て
二
五
年
、

　
　
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
職
員　
　

　
　
グ
ラ
ム
・
ナ
ビ

信頼の厚いグラム・ナビ運転手

時
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
パ
キ
ス

タ
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
二
つ
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ア
フ
ガ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
に
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
病
院
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
東
部
山
岳
地
に
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
、
ダ
ラ
エ
ピ
ー

チ
、
ダ
ラ
エ
ワ
マ
診
療
所
が
あ
り
、
パ
キ
ス
タ
ン
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
Ｐ
Ｌ
Ｓ
病

院
（
一
九
八
八
年
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
と
Ｐ
Ｌ
Ｓ
が
統
合
さ

れ
Ｐ
Ｍ
Ｓ
基
地
病
院
と
な
っ
た
）
と
パ
キ
ス
タ
ン

の
北
西
山
岳
地
ラ
シ
ュ
ト
、
マ
ス
ツ
ー
ジ
、
コ
ー

ヒ
ス
タ
ン
に
診
療
所
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
マ

ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
カ
マ
、

カ
シ
コ
ー
ト
、
シ
ェ
イ
ワ
、
ベ
ス
ー
ド
の
取
水

堰
、
ガ
ン
ベ
リ
で
の
農
業
計
画
な
ど
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
活

動
全
般
に
運
転
手
と
し
て
従
事
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
中
村
先
生
と
一
緒
に
ず
っ
と
仕
事
を
し
て

き
ま
し
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
仕
事
は
忙
し
い
で
す
が
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々
の
こ
と
を
思
う
と
幸
せ

で
す
。
ま
た
日
本
の
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
、
支

援
し
て
下
さ
る
方
々
、
こ
と
に
ド
ク
タ
ー
サ
ー
ブ

中
村
に
は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

感
謝
を
こ
め
て
。
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い
う
意
味
の
ソ
ル
フ
ロ
ッ
ド
村
。
そ
の
大
農
業
地

帯
が
、
荒
野
の
よ
う
に
枯
れ
て
、
住
民
た
ち
が
行

列
を
つ
く
っ
て
水
を
運
ん
で
い
た
。
牛
や
ヤ
ギ

が
、
草
が
少
な
く
て
や
せ
衰
え
、
少
女
た
ち
が
争

っ
て
水
を
汲
ん
で
い
た
。

「
こ
こ
の
涸
れ
た
井
戸
を
再
生
す
る
」

　

確
か
そ
ん
な
中
村
医
師
の
言
葉
で
水
計
画
が
始

ま
っ
た
。

　
身
の
丈
の
作
業
か
ら
ス
タ
ー
ト

　

涸
れ
た
井
戸
を
掘
り
か
え
し
て
、
多
少
の
水
を

確
保
す
る
。
あ
く
ま
で
も
一
時
的
な
水
の
確
保
。

こ
の
緊
急
時
に
対
処
し
て
、
数
ヵ
月
か
ら
半
年
後

に
訪
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
大
手
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
支

援
ラ
ッ
シ
ュ
を
待
つ
。
そ
れ
か
ら
先
は
彼
ら
の
持

つ
潤
沢
な
資
金
と
機
械
力
で
何
と
か
し
て
く
れ
る

は
ず
。
井
戸
を
掘
る
な
ど
大
そ
れ
た
こ
と
は
一
切

考
え
ず
、
目
立
た
ぬ
よ
う
に
再
生
を
し
て
、
手
を

引
く
。
そ
れ
が
、そ
の
時
に
立
て
た
戦
略
だ
っ
た
。

井
戸
に
関
し
て
素
人
の
小
さ
な
団
体
の
身
の
丈
の

作
業
。
再
生
用
の
道
具
の
配
布
を
主
眼
に
置
い
た

計
画
が
立
て
ら
れ
、
た
ま
た
ま
自
由
に
動
け
る
私

が
そ
の
管
理
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

作
業
も
ま
る
で
進
化
の
歴
史
で
あ
っ
た
。

　

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
地
方
で
は
、
地
下
に
巨
石
が
あ

り
、
再
生
作
業
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
。

当
初
、
巨
石
が
出
て
き
た
場
合
は
、
そ
の
地
方
で

有
名
な
大
男
が
呼
ば
れ
る
。
二
ｍ
近
い
大
男
で
、

彼
が
ハ
ン
マ
ー
を
振
り
か
ざ
し
て
巨
石
を
叩
き
割

種
、
国
籍
が
違
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
の
病
院

は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。」
電
話
の
後
、
ジ
ア
先
生

は
決
ま
っ
て
こ
の
言
葉
を
口
に
す
る
。

　

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
か
ら
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
へ
異
動

に
な
っ
た
職
員
が
集
ま
る
と
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
を
思

い
出
す
こ
と
が
あ
る
。

　

以
前
、
そ
の
一
人
の
ヌ
ー
ル
モ
ハ
マ
ッ
ド
と
事
務

所
で
話
を
し
て
い
る
と
、
病
院
の
会
計
で
働
い
て

い
た
二
人
（
シ
ャ
ザ
ー
ド
と
シ
ャ
ヘ
イ
ド
）
に
電

話
し
よ
う
と
な
っ
た
。
彼
ら
は
日
本
人
が
引
き
上

げ
る
直
前
ま
で
一
緒
に
働
い
て
い
た
。
診
察
券
を

配
る
担
当
だ
っ
た
ヌ
ー
ル
は
、
会
計
と
関
連
す
る

仕
事
が
多
く
、
年
も
近
か
っ
た
の
で
仲
が
よ
か
っ

た
。
彼
ら
と
話
し
終
わ
る
と
、
満
面
の
笑
み
の
中

で
少
し
真
面
目
な
表
情
を
し
て
、
や
は
り
ジ
ア
先

生
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
言
い
、
懐
か
し
が
っ
た
。

現
在
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
活
躍
し
て
い
る
。

　

今
年
三
〇
周
年
を
迎
え
る
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
。

　

私
は
そ
の
一
部
に
参
加
し
て
い
る
だ
け
だ
が
、

パ
キ
ス
タ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
日
本
に
住
む

多
く
の
方
々
の
協
力
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
病
院
の
入
り
口
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
記

念
碑
に
中
村
先
生
は
こ
う
書
か
れ
て
い
た
。

　

本
病
院
は
多
く
の
日
本
の
寄
付
者
と
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
パ
キ
ス
タ
ン
の
人
々
の

献
身
に
よ
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
初
め
恵
ま

れ
ぬ
患
者
の
た
め
、
建
設
さ
れ
た
。

　

こ
こ
に
民
族
を
越
え
て
平
和
と
融
和
を

掲
げ
、
以
て
日
本
と
パ
キ
ス
タ
ン
・
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
良
心
の
証
し
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　

平
成
十
年
四
月
二
六
日

　
私
の
人
生
の
大
切
な
力

　

私
が
主
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
一

二
年
以
上
も
前
で
、
そ
れ
も
ほ
ん
の
僅
か
な
時
間

だ
っ
た
。
だ
が
私
の
中
で
変
わ
ら
な
い
風
景
や
思

い
出
が
あ
り
、
そ
れ
が
や
は
り
私
の
人
生
の
大
切

な
力
に
な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
風
景
を
語
り
た
い

と
思
う
。

　

水
不
足
が
深
刻
に
な
っ
た
二
〇
〇
〇
年
夏
、
そ

の
調
査
の
た
め
今
ま
で
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
病
院
で

の
ん
び
り
と
働
い
て
い
た
私
は
中
村
医
師
に
つ
い

て
調
査
に
向
か
っ
た
。
最
初
に
訪
れ
た
村
は
、
本

来
は
水
が
豊
富
で
、
山
脈
か
ら
栄
養
分
の
豊
富
な

泥
水
が
降
り
て
流
れ
る
こ
と
か
ら
「
赤
い
川
」
と

●
ワ
ー
カ
ー
Ｏ
Ｂ
近
況
報
告

と
て
も
大
き
な
も
の
の

一
部
で
あ
っ
た
こ
と
を
実
感

　
　
　
　
　
　
　

元
・
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ワ
ー
カ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓮
岡
　
修
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る
。
村
人
は
そ
れ
を
見
守
る
。
鉄
杭
な
ど
を
使
っ

て
人
間
が
石
と
格
闘
す
る
。
し
ば
ら
く
し
て
石
が

割
れ
る
と
、
村
人
は
手
を
叩
い
て
彼
を
褒
め
称
え

る
。
村
の
時
間
と
仕
事
の
意
味
が
き
ち
ん
と
生
き

て
い
た
。　

　

数
ヵ
月
後
に
は
、
巨
石
に
対
し
て
巨
石
専
用
の

滑
車
が
登
場
し
た
。
巨
石
に
直
接
滑
車
を
と
り
つ

け
一
方
の
端
を
地
上
で
固
定
し
、
も
う
一
方
の
端

を
滑
車
で
引
き
上
げ
る
。
中
学
一
年
生
で
習
う
重

滑
車
を
応
用
し
て
、
数
ト
ン
の
石
を
滑
車
二
台
で

上
げ
て
見
せ
る
と
、
村
人
た
ち
は
驚
き
す
ぐ
に
応

用
し
て
巨
石
を
引
き
上
げ
た
。
さ
ら
に
重
い
も
の

は
滑
車
を
一
段
増
や
す
こ
と
で
子
牛
程
の
大
き
さ

の
石
が
持
ち
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
穴
を
ふ
さ
ぐ
ほ
ど
の
大
き
な
巨
石
や

数
キ
ロ
に
渡
っ
て
地
下
に
広
が
る
厚
さ
二
ｍ
く
ら

い
の
岩
盤
層
に
当
た
れ
ば
、
作
業
は
中
断
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
頃
、
ゲ
リ
ラ
時
代
に
爆
破

を
担
当
し
て
い
た
コ
マ
ン
ダ
ン
（
隊
長
）
と
い
う

通
り
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
掘
り
起
こ
さ
れ
た
地
雷

か
ら
火
薬
を
摘
出
し
て
、
空
気
圧
縮
型
削
岩
機
で

開
け
た
穴
に
そ
れ
を
幾
種
類
も
混
ぜ
て
爆
破
す
る

方
法
を
完
成
さ
せ
、
巨
石
だ
け
で
な
く
岩
盤
も
突

破
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
自
然
と
人
間
の
パ
イ
プ

　

井
戸
の
工
程
は
、
流
れ
作
業
で
行
わ
れ
る
。　

　

二
年
目
か
ら
そ
れ
ら
の
石
を
集
め
て
分
類
を
始

め
、
そ
の
石
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
、
掘
削
に
よ

っ
て
出
て
き
た
岩
盤
層
の
ど
の
く
ら
い
下
に
水
を

含
ん
だ
層
が
あ
る
か
、
お
お
よ
そ
予
想
が
つ
く
よ

う
に
な
っ
た
。

　

井
戸
も
一
本
一
本
に
個
性
が
あ
る
。
染
み
出
す

時
間
の
早
い
も
の
遅
い
も
の
、
気
温
の
影
響
で
水

位
が
上
下
す
る
の
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
そ
の
一
番

水
位
が
減
っ
た
時
期
を
予
想
し
て
、
村
人
に
よ
る

掘
削
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ポ
ン
プ
に
よ
る
吸
水
と
専
門

掘
削
員
に
よ
る
掘
削
、
井
戸
枠
降
ろ
し
、
上
部
井

戸
施
工
、
ハ
ン
ド
ポ
ン
プ
装
着
と
五
工
程
の
流
れ

作
業
を
開
始
す
る
。
そ
れ
を
監
督
す
る
エ
ン
ジ
ニ

ア
の
技
術
も
向
上
し
、
複
数
の
基
地
を
作
っ
て
作

業
地
を
拡
大
さ
せ
た
。

　

命
の
水
を
与
え
て
く
れ
る
井
戸
は
、
ま
さ
に
自

然
と
人
間
と
の
パ
イ
プ
だ
っ
た
。
村
人
と
チ
ー
ム

を
組
ん
で
完
成
さ
せ
た
井
戸
は
本
当
に
美
し
く
愛

お
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

乾
い
た
大
地
。
水
が
な
く
て
難
民
化
し
て
い
た

村
で
作
業
を
始
め
る
と
、
労
賃
が
得
ら
れ
る
の
で

村
人
が
帰
っ
て
く
る
。
死
ん
だ
村
に
活
気
が
戻

る
。
水
が
出
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
も

っ
と
人
が
帰
っ
て
く
る
。
井
戸
が
完
成
す
る
と
小

さ
な
お
茶
会
を
や
っ
て
、
お
坊
さ
ん
が
儀
式
を
し

て
そ
の
完
成
を
祝
う
。

　

井
戸
を
作
っ
た
の
は
誰
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
村

人
か
、
我
々
の
チ
ー
ム
か
、
ま
た
は
、
中
村
医
師

か
、
そ
れ
と
も
日
本
の
支
援
者
か
。
そ
の
時
、
年

老
い
た
ム
ッ
ラ
ー
が
厳
か
に
宣
言
す
る
。

「
こ
の
た
び
は
、
す
ば
ら
し
く
も
、
ア
ッ
ラ
ー
の

お
力
に
よ
っ
て
井
戸
が
完
成
し
た
」

　

そ
こ
に
い
る
皆
が
心
か
ら
納
得
す
る
。
私
た
ち

は
み
な
ア
ッ
ラ
ー
（
神
）
の
手
の
一
部
で
あ
っ
た
。

　

雨
も
旱
魃
も
、
突
然
現
れ
た
食
え
な
い
日
本
人

の
集
団
も
、
そ
の
時
、
私
自
身
も
大
き
な
何
か
と

て
も
大
き
な
も
の
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
を
実
感

し
た
。

　
日
本
も
ま
た
乾
い
た
大
地

　

あ
の
仕
事
は
何
だ
っ
た
の
か
。
確
か
に
現
場
は

離
れ
た
が
、
あ
の
頃
と
同
じ
仕
事
を
私
は
今
で
も

違
う
場
所
で
行
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　

あ
れ
か
ら
紆
余
曲
折
を
た
ど
り
、
現
在
、
絵
本

を
扱
う
小
さ
な
店
と
、
併
設
し
た
小
さ
な
子
育
て

井戸掘削現場での蓮岡ＯＢ（右上。2002年4月）
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支
援
の
広
場
を
運
営
し
て
い
る
。
ま
た
、
真
宗
僧

侶
と
し
て
法
務
も
執
り
行
う
。

　

身
近
な
日
本
に
も
同
じ
よ
う
に
広
が
る
乾
い
た

大
地
に
、
命
を
支
え
る
水
を
得
る
井
戸
を
掘
っ
て

い
く
よ
う
な
仕
事
と
信
じ
て
日
々
悪
戦
苦
闘
を
続

け
て
い
る
。

　

温
暖
化
が
進
み
、
井
戸
の
水
位
も
あ
れ
か
ら
更

に
低
く
な
っ
た
と
聞
く
。
だ
と
す
れ
ば
、
か
つ
て

殉
死
者
ま
で
出
し
て
掘
っ
た
井
戸
が
何
本
残
っ
て

い
る
だ
ろ
う
か
。
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
適
正
に
行

わ
れ
て
い
な
い
ほ
と
ん
ど
の
井
戸
は
涸
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
と
予
想
は
さ
れ
る
。

　

中
村
医
師
に
宿
命
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
あ
の
時

期
に
関
わ
っ
て
し
ま
っ
た
私
に
も
い
つ
の
ま
に
か

宿
命
が
生
ま
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
、
後

二
〇
年
く
ら
い
経
っ
て
も
ま
だ
井
戸
が
必
要
な
生

活
が
村
に
続
い
て
い
た
と
し
た
ら
、
せ
め
て
殉
死

者
が
で
た
井
戸
だ
け
で
も
、
再
生
を
し
に
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　

次
に
行
く
と
き
に
は
、
恐
ら
く
か
つ
て
私
た
ち

が
進
め
た
よ
う
に
、
見
捨
て
ら
れ
た
井
戸
を
叩
き

壊
し
て
再
生
を
す
る
の
だ
ろ
う
。
老
人
に
な
っ
た

か
つ
て
の
ス
タ
ッ
フ
を
集
め
て
井
戸
を
掘
る
の
は

大
変
だ
と
思
う
。
彼
ら
は
ま
た
一
緒
に
働
い
て
く

れ
る
だ
ろ
う
か
。
私
も
そ
れ
に
向
け
て
体
力
は
保

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

本
当
に
貴
重
な
仕
事
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い

た
。
中
村
医
師
や
支
え
て
い
た
だ
い
た
会
に
は
心

か
ら
感
謝
を
し
て
い
る
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼

を
述
べ
た
い
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
支
援
を

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

18

　
帰
　
郷
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
大
策

　

ア
ジ
・
バ
ラ
フ
ト
は
長
女
を
伴
な
い
、
亡
父
の
故
郷
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
東
端
の
パ
ク
テ
ィ
ア
州
ア
リ
ヘ
ル
を
訪
れ
た
。
国
境
を

越
え
る
と
、
か
つ
て
米
国
支
援
で
建
造
し
た
橋
が
崩
落
し
て
い
て
、

運
良
く
養
蜂
中
だ
っ
た
ア
リ
ヘ
ル
の
知
人
が
車
を
預
か
り
、
驢
馬

を
貸
し
て
く
れ
た
。
橋
を
落
と
し
た
の
は
米
国
の
空
爆
だ
っ
た
。

夕
刻
父
娘
は
、
ア
リ
ヘ
ル
を
見
渡
す
高
み
に
立
っ
た
。
サ
ン
ソ
ウ

バ
イ註
１
や
バ
ー
ブ
ゥ
ナ註
２他
野
草
の
香
り
一
杯
の
涼
風
に
、
娘
の
表
情

が
和
む
。

　　
パ
ク
テ
ィ
ア
は
、
ス
レ
イ
マ
ン
山
地
の
支
脈
末
端
が
、
岩
だ
ら
け

の
丘
陵
を
無
数
に
生
み
、
犇ひ
し
め
き
合
い
、
そ
こ
を
大
小
の
谷
が
抉え
ぐ
り

洞
穴
を
穿う
がっ

て
拡
が
る
一
五
〇
㎞
四
方
の
巨
大
迷
宮
で
あ
る
。
昨
今
、

神
と
鳥
の
み
が
俯
瞰
し
て
き
た
大
地
を
空
中
査
察
す
る
道
具
が
出
現
、

し
か
し
迷
路
の
解
明
は
敵
わ
ず
虚
し
く
退
散
す
る
。
畑
地
も
樹
林

も
な
い
こ
の
地
に
何
故
生
き
る
、
と
訝
る
者
は
多
い
。
剛
直
一
途
な

鄙
の
者
、
と
の
嘲
り
を
ど
こ
吹
く
風
と
頓
着
し
な
い
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン

達
が
、
パ
ク
テ
ィ
ア
び
と
を
野
卑
な
自
民
族
の
恥
、
と
謗
る
。

　

父
の
仕
事
柄
ア
ジ
は
カ
ー
ブ
ル
で
誕
生
、
流
血
の
政
変
や
旧
ソ

連
軍
の
侵
攻
を
眼
に
し
、
人
々
と
共
に
脱
出
し
難
民
化
す
る
中
で

少
年
期
が
過
ぎ
、
飢
え
と
戦
闘
の
中
で
青
年
期
か
ら
成
人
、
父
が

没
し
て
後
は
ド
バ
イ
へ
の
出
稼
ぎ
だ
っ
た
。

　

混
迷
の
国
情
と
飢
餓
に
諸
外
国
勢
力
の
去
来
は
、
人
々
に
苦
難

と
心
の
裂
け
る
苦
し
み
の
三
十
余
年
を
強
い
、
Ｔ
Ｖ
、
パ
ソ
コ
ン
、

携
帯
、
ジ
ー
ン
ズ
と
ス
ニ
ー
カ
ー
が
居
座
っ
た
。
そ
し
て
更
に
救

い
難
い
日
々
が
重
な
る
。

　

元
来
ア
ジ
に
ア
リ
ヘ
ル
魂
も
パ
ク
テ
ィ
ア
魂
も
な
く
、
況ま

し
て

国
家
意
識
な
ど
は
な
い
。
夕
闇
迫
る
集
落
へ
下
っ
て
ゆ
く
ア
ジ
に

帰
郷
の
感
慨
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
戦
場
で
戦
ム
ジ
ャ
ヒ
デ
ィ
ン

士
団
が
、
パ
ク
テ
ィ

ア
万
歳
、と
絶
叫
し
た
折
の
血
の
沸
騰
し
た
感
覚
が
一
瞬
、
甦
っ
た
。

　

ア
ザ
ー
ン
が
聞
こ
え
る
。
こ
の
地
に
電
気
は
届
い
て
い
な
い
。

父
娘
の
血
の
故
郷
と
は
い
え
、
ア
リ
ヘ
ル
で
縁
談
が
進
む
娘
の
将

来
を
思
う
ア
ジ
の
心
は
、
深
い
所
が
塞
が
っ
た
儘
だ
っ
た
。

　　

註
１　

ラ
ヴ
ェ
ン
ダ
ー
に
似
た
香
草

　

註
２　

カ
ミ
ツ
レ
の
一
種

▼
未
使
用
の
切
手
、
ハ
ガ
キ
を
！
▼

＊
会
報
の
発
送
等
の
通
信
費
に
、
年
間
数
百
万
円
か

か
っ
て
お
り
ま
す
。
未
使
用
の
切
手
・
書
き
損
じ

の
ハ
ガ
キ
等
お
送
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
使
用
済
み
ハ
ガ
キ
・
切
手
は
受
け
付
け
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
ご
理
解
下
さ
い
）

＊
一
部
地
域
の
方
々
へ
の
会
報
は
「
料
金
別
納
郵
便
」

で
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
際
も
料
金
の

代
わ
り
と
し
て
未
使
用
切
手
で
支
払
っ
て
お
り
ま

す
。

▼
郵
便
払
込
票
の
記
入
は
分
か
り
や
す
く
▼

＊
ご
寄
付
を
お
送
り
下
さ
っ
た
郵
便
払
込
用
紙
は
、

郵
便
局
か
ら
コ
ピ
ー
で
届
き
ま
す
の
で
、
文
字
が

に
じ
ん
だ
り
、
か
す
れ
て
判
読
し
づ
ら
い
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
。
楷
書
で
分
か
り
や
す
く
ご
記
入
い

た
だ
け
れ
ば
大
変
助
か
り
ま
す
。

▼
郵
送
方
法
の
変
更
に
つ
い
て
▼

＊
一
部
地
域
の
方
々
へ
は
発
送
代
行
業
者
を
通
し
て
別

納
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。
差
出
人
欄
に
代
行
業
者

名
が
記
載
さ
れ
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

▼
寄
付
を
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
へ
▼

＊
当
会
は
法
人
格
を
持
た
な
い
「
任
意
団
体
」
で
す
。

お
送
り
下
さ
っ
た
ご
寄
付
に
つ
い
て
は
税
金
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
予
め
ご
了
承
頂
き
ま
す

よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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●
事
務
局
便
り

＊
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
総
会
は
毎
年
六
月
の
第
一
土
曜
日
で
す
が
、

今
年
の
六
月
七
日
で
三
〇
回
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
七

日
は
、
午
前
中
に
理
事
会
、
総
会
、
午
後
か
ら
は
現
地
報
告
会
が

行
わ
れ
、
三
〇
周
年
記
念
懇
親
会
に
も
全
国
か
ら
百
名
ほ
ど
駆
け

つ
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

＊
三
〇
年
を
振
り
返
る
と
、
会
員
数
三
〇
〇
人
と
い
う
時
期
も
あ

り
ま
し
た
が
、
現
在
の
会
員
数
は
一
万
三
一
五
〇
人
で
、
寄
付
総
数

は
一
万
八
千
件
を
超
え
て
い
ま
す
。
興
味
深
い
こ
と
は
、
バ
ブ
ル
経

済
の
崩
壊
、
９
・
11
事
件
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
い
う
、
世
界
史

的
な
事
件
・
経
済
破
綻
を
超
え
て
会
員
数
が
増
え
て
い
る
こ
と
で
す
。

世
界
が
虚
構
に
向
か
う
ほ
ど
に
、
会
の
現
地
活
動
へ
の
関
心
と
共
感

が
高
ま
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

＊
現
政
権
に
よ
っ
て
「
集
団
的
自
衛
権
」
の
行
使
容
認
が
閣
議
決

定
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
関
す
る
中
村
医
師
へ
の
取

材
が
集
中
し
ま
し
た
。
お
伝
え
し
た
い
の
は
、
私
た
ち
の
現
地
活
動

が
守
ら
れ
て
き
た
要
因
の
ひ
と
つ
は
、（
政
府
レ
ベ
ル
で
も
）
日
本

が
民
生
支
援
を
前
面
に
押
し
出
し
、
国
際
的
な
紛
争
に
軍
事
的
に

関
与
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
「
解
釈
改
憲
」

と
い
う
手
法
で
強
行
す
る
こ
と
は
日
本
へ
の
信
頼
を
揺
る
が
す
危
険

な
こ
と
で
す
。「
集
団
的
自
衛
権
」
の
行
使
さ
れ
た
結
果
が
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
惨
状
で
あ
り
、
欧
米
軍
の
敗
北
・
撤
退
で
あ
る
こ
と
を

肝
に
銘
じ
、
民
生
支
援
に
専
念
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

＊
本
文
中
に
あ
り
ま
す
、
一
連
の
取
水
方
式
（
Ｐ
Ｍ
Ｓ
方
式
）
は

現
地
の
人
々
に
よ
っ
て
「
中
村
方
式
（
ナ
カ
ム
ラ
タ
リ
カ
ア
）」
と

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

○ぺ
村
か
ら—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—

♪

　

ア
ー
リ
ー
リ
タ
イ
ヤ
し
て
福
岡
に
帰
郷
し
た
昨
年
か
ら
事
務
局

に
出
入
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
三
ヵ
月
に
一
度
の
会
報
発
送
作
業
を

中
心
に
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。
三
日
が
か
り
で
発
送
す
る
二
万

通
近
い
封
筒
は
、
郵
便
局
に
渡
す
衣
装
ケ
ー
ス
大
の
コ
ン
テ
ナ
で

八
〇
個
分
く
ら
い
の
量
が
あ
り
ま
す
が
、
事
務
局
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
八
割
以
上
は
女
性
な
の
で
、
封
筒
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
重
い
コ

ン
テ
ナ
を
運
ぶ
力
仕
事
等
に
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。
郵
送
料
の
半

分
以
上
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ
く
切
手
で
支
払

っ
て
い
ま
す
。
も
し
皆
さ
ん
の
ご
自
宅
に
も
、
昔
収
集
し
て
い
て
今

は
引
出
し
の
中
で
眠
っ
て
い
る
だ
け
の
切
手
が
あ
れ
ば
、
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
会
に
寄
付
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
？
（
Ｙ
Ａ
）
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会　
　
　

則

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
な
ら
び
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療

活
動
な
ど
を
支
援
し
、
必
要
な
情
宣
・
募
金
活

動
と
と
も
に
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、「
支

え
合
い
」
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運
営
す
る
。

④
会
員
は
年
額
三
、
〇
〇
〇
円
、
学
生
会
員

一
、
〇
〇
〇
円
、
維
持
会
員
一
〇
、
〇
〇
〇
円

の
年
会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創

意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を
行

う
。

⑥
本
会
は
会
報
を
発
行
し
、
会
報
を
通
じ
て
活

動
を
報
告
す
る
。

⑦
本
会
は
若
干
名
の
理
事
、
監
事
を
選
任
し
、

会
の
運
営
を
行
う
。

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
事
業
お
よ
び
会
計

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

（
〒
八
一
〇—

〇
〇
四
一　

福
岡
市
中
央
区
大

名
一
丁
目
一
〇—

二
五　

上
村
第
二
ビ
ル
六
〇

三
号
℡
〇
九
二—

七
三
一—

二
三
七
二
）
内
に

お
く
。

◎
職
員
募
集
（
会
計
・
事
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
）

勤
務
地
：
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
（
福
岡
市
）

業
務
内
容
：
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
現
地
事
業
に
関
す
る
会
計
・
事

務
応
募
資
格
：
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
に
関
心
の
あ
る
方

　

Ｐ
Ｃ
基
本
操
作
が
で
き
る
方
／
日
常
会
話
程
度
の
英
語
が
話

せ
る
方
／
二
〇
代
男
性
（
若
年
層
の
長
期
キ
ャ
リ
ア
形
成
を

は
か
る
た
め
）

●
応
募
方
法　

履
歴
書
を
募
集
担
当
者
宛
に
郵
送
し
て
下
さ

い
。
追
っ
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。
待
遇
等
に
つ
き
ご
質
問

な
ど
が
あ
る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
内　

職
員
募
集
担
当
者

　
（
直
通
）
０
９
２
―
７
３
１
―
２
３
８
８
（
11
時
～
19
時
）

梃者、川水路を拓く
アフガンの大地から世界の虚構に挑む

中村哲用水路建設事業の7年をつ
づった惑動の記録 【5刷】1800円

辺境で診る辺境から見る
【3刷】1800円

医者井戸を掘る器晶

医は国境を越えて需嘉l0円

ダラエ・ヌ―ルヘの道
【5刷】2000円

ペシャワールにて 需如

アフガン高橋修・編著

農業支援餌闘記
農業計画6年余の失敗と成功を
記した貴重な記録 2500円

愚者甲斐大策

の物語
1800円

福岡市中央区渡辺通2-3-24
石風社電話092(714)4838

人は愛するに足り、
真心は信ずるに足る
アフガンとの約束

中村哲／澤地久枝（聞き手）
2000円

岩波書店東京都千代田区ーツ橋Z-5-5
電話03(5210)4000

価格はすべて本体価格（税別）です

-




